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各団体の発表
■追手門学院大学　経営学部　村上　喜郁ゼミ

活 動 テー マ
大阪府中央卸売市場との連携による食育・「大阪産（もん）」PR と
地域の魅力発信プロジェクト

活 動 場 所
大阪府中央卸売市場、追手門学院大学、大阪府内の食育イベント会場、

「大阪・関西万博」関連会場等

連 携 先 大阪府中央卸売市場、各JA

活 動 主 体 追手門学院大学　経営学部　村上　喜郁ゼミ

1．活動概要

本活動は、大阪府中央卸売市場との連携を通じて、学生が食品の流通や地域農産物の魅力を学び、そ
れを発信する実践型プロジェクトである。卸売市場見学会や学生プレゼンテーションを通じて食品
流通の役割を理解し、「SDGs食育フェスタ」等では、子ども向けに「模擬セリ」や食育企画を実施
してきた。また、「大阪産（もん）」のPR活動として、「八尾えだまめ」や「泉州きくな」等の魅力
発信にも取り組み、「大阪・関西万博」でのPR活動、学会発表、ラジオ番組での発信など、活動の
場を学外へ広げている。現在は新規プロジェクトとして、市場関係者と連携しながら、若手農家や
市場関係者に向けたアパレル商品の開発にも取り組んでいる。

2 ．年間計画

4 月：大阪府中央卸売市場との連携内容を確認し、年間活動の方向性や役割分担を整理する。
5 月：�大阪府中央卸売市場の見学会を実施し、市場流通の仕組みや市場関係者の役割について理解

を深める。
6 月：「SDGs食育フェスタ」等に参加し、子ども向けの「模擬セリ」や食育企画を実施する。
7 月：「大阪産（もん）」のPR活動に向けて、対象品目の特徴や販売促進方法を調査・整理する。
8 月：学会発表や学生フォーラム等に向けて、これまでの活動内容や成果を資料としてまとめる。
9 月：「大阪・関西万博」でのPR活動や学外発信に向けて、発表内容や広報方法を検討する。
10月：学生フォーラム等で活動成果を発表し、他大学の学生や地域関係者との交流を行う。
11月：学園祭や地域イベント等で、「大阪産（もん）」や市場の魅力発信を行う。
12月：�1 年間の活動内容を整理し、成果や課題をまとめる。あわせて、次年度に向けた後輩への引

継ぎ準備を行う。
1 月：�後輩への引継ぎを進め、活動の進め方、連携先との関わり方、企画運営上の注意点などを共

有する。
2 月：1 年間の活動成果を報告書や発表資料としてまとめ、次年度の活動に向けた改善点を整理する。
3 月：次年度の活動計画を検討し、継続的な連携に向けた改善点を整理する。
通年：�大阪府中央卸売市場の方々と連携し、食育活動、「大阪産（もん）」PR、学外発信、アパレル

開発などを継続して進める。
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3 ．活動成果

本活動では、単に食品流通について学ぶだけでなく、学んだ内容を地域へ発信する実践的な成果を
積み重ねてきた。大阪府中央卸売市場の見学会や学生プレゼンテーションを通じて、市場流通、地
産地消、販売促進、食育に関する知識を深めた。それを子ども向けの「模擬セリ」や食育企画とし
て形にした。また、「八尾えだまめ」や「泉州きくな」などの「大阪産（もん）」について、品目の
特徴や生産背景、従前の消費者への伝え方を調査し、万博でのPR活動、学会発表、ラジオ番組での
発信につなげた。現在は、これまでの学びをさらに発展させ、市場関係者や若手農家の魅力を伝え
るアパレル開発にも取り組んでいる。学生自身が調査・企画・発表・広報まで行うことで、地域連
携を実践的に学ぶ成果が得られている。

4 ．地域からの評価

本活動は、大阪府中央卸売市場の魅力や「大阪産（もん）」の価値を、学生の視点から若い世代や子
どもたちに届けている点で地域に貢献している。特に、「SDGs食育フェスタ」等で実施した模擬セ
リや食育企画では、参加者が楽しみながら市場流通や食材に関心を持つきっかけをつくることがで
きた。また、万博でのPR活動、学会発表、ラジオ番組での発信を通じて、市場や「大阪産（もん）」
の認知向上にも貢献している。さらに、学生が市場見学会やプレゼンテーションを通じて得た知識
を外部へ発信することで、市場関係者だけでは届きにくい層へ情報を届ける役割も果たしている。現
在進めているアパレル開発も、市場や農業に関わる人々の仕事を身近に感じてもらう新しい広報手
段として、地域へのさらなる貢献が期待される。

5 ．参考WEB サイト

追手門学院大学　経営学部　村上　喜郁ゼミ　公式Facebook
https://www.facebook.com/profile.php?id=100041402152293

6 ．活動メンバー

経営学部
3 年生
乾　仁乃助、大崎　雄大、道上　瑶平、清田　颯斗、藤木　　陸、嶋内　遥大、辻本　世波、
谷原　陸斗、越智　匠海、喜納　颯太、江田菜々美、國松日向葵、河野　千鶴、田中　彩琳、
沖津　良佳、真野　優花

2 年生
高橋　明里、菊地　光璃、白井　絢子、大澤　詩瑛、久貝愛理奈、神戸　七海、對馬　心音、
髙島　愛怜、下農　彩水、後藤　美咲、射場　悠愛、竹田　悠太、西川　倖生、橋本　悠馬、
田中　陽太、林永　　透、隈元　彬登

7．担当教員

経営学部　教授　村上　喜郁
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8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 追手門学院大学

所属先・職名 経営学部　経営学科　 3 年

氏 名 乾　仁乃助

連絡先
電 話 080－5938－0701

メール 24MM098@haruka.otemon.ac.jp

9 ．活動の様子
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⼤阪府内で⽣産された農林

それらを使った加⼯品

大阪産（もん）とは？

出典：「大阪産(もん)データベース」https://osaka-mon.org/commodity

22

⼤阪府中央卸売市場との

経営学部 村上喜郁ゼミ

「大阪産　　」の魅力発信（もん）

地域連携による食育
＆
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研究対象：

「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」

先輩の論文

出典：「大阪産(もん)データベース」https://osaka-mon.org/commodity

日本フードツーリズム学会誌（2025）第4号

泉州きくな 八尾えだまめ

44

泉州きくな泉州きくな 八尾えだまめ八尾えだまめ

学生が考える地域から学ぶ

ゼミ・地域連携

地域・社会へ
発信する

33

地域から学ぶ 学生が考える
地域・社会へ
発信する
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現場に行ったからこそ分かったこと

圃場見学 他産地との食べ比べ

「実際に違いがある」

6

出典：城元風花・田中遥菜・末綱彩雲・網谷香穂・富田さくら（2025）「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」『日本フードツーリズム学会誌』第4号，pp.50-55.

6

「実際に違いがある」

他産地との食べ比べ圃場見学

研究の流れ
①現場を知る

②現在のPRを分析

③課題を発見

④新しいPR方法を提案
出典：城元風花・田中遥菜・末綱彩雲・網谷香穂・富田さくら（2025）「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」『日本フードツーリズム学会誌』第4号，pp.50-55.

55
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ガストロノミーの視点
新しいPR

ガストロノミー

出典：城元ほか（2025）「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」『日本フードツーリズム学会誌』第4

食材だけでなく、

生産者・料理・文化・地域など、

食を取り巻くすべてを含めて

その魅力を考える考え方

とは？

88

PRの課題

栄養成分

保存方法

βカロテン

定量的な情報

従来のPR

美味しさは伝わる？

生産者の思いは？
地域の魅力は

？

興味のな
い人にも

届く？

学生が感じた課題

7

出典：城元風花・田中遥菜・末綱彩雲・網谷香穂・富田さくら（2025）「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」『日本フードツーリズム学会誌』第4号，pp.50-55.

7

従来のPR従来のPR

栄養成分

保存方法

βカロテン

定量的な情報

従来のPR

美味しさは伝わる？

生産者の思いは？
地域の魅力は

？

興味のな
い人にも

届く？

興味のな
い人にも

届く？

学生が感じた課題
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現在の活動①(知る)

大阪府中央卸売市場見学会

10

大阪府中央卸売市場見学会

10

・新しい層向けの商品開発

・料理の一部をお土産化

・店内で大阪産情報を発信

・外部イベントへの出店

研究→実践

おおさか飲食組合

おおさかもん祭り

9

おおさか飲食組合

9

おおさかもん祭り
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学んだことを、

市場の中だけで終わらせない。

大阪産　　PR 大阪・関西万博

大学内での発信 ラジオ出演

学会発表 食育イベント

（もん）

1212

大阪産　　PR（もん）大阪産　　PR（もん）大阪産　　PR 大阪・関西万博

ラジオ出演

学んだことを、

市場の中だけで終わらせない。

大学内での発信

学会発表 食育イベント

現在の活動②(体験)

子どもたちに「市場」をどう伝える？

説明だけでは難しい

「模擬セリ」

1111

説明だけでは難しい

「模擬セリ」
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現場を知る

どう伝えるか 学生の強み

学んだ3つのこと 1414

現場を知る現場を知る現場を知る

どう伝えるかどう伝えるか 学生の強み

新しい「伝え方」

農業・市場×アパレル

1313

農業・市場×アパレル
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結論②

地域連携は、

一方的な地域貢献ではなく、

地域と学生が「共に学び」、

「次へつないでいく」こと。

1616

地域から学ぶ

結論①

後輩へつなぐ

地域へ返す

学生が考える

1515

後輩へつなぐ

地域へ返す

学生が考える

地域から学ぶ
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③「大阪産(もん)データベース」https://osaka-mon.org/commodity

①村上喜郁編著（2024）
『大阪・北摂のガストロノミー―地域振興のための食資源―』
晃洋書房.

②城元風花・田中遥菜・末綱彩雲・網谷香穂・富田さくら（2025）
「大阪産（もん）の地域振興への活用とその課題」
『日本フードツーリズム学会誌』第4号，pp.50-55.

参考文献
1717
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各団体の発表
■大阪観光大学　観光学部　身玉山ゼミ（地域連携実践）

活 動 テー マ 阪南市の山中渓地域の観光振興連携

活 動 場 所 大阪府阪南市山中渓

連 携 先 大阪府阪南市未来創生部まちの活力創造課

活 動 主 体 大阪観光大学　観光学部　身玉山ゼミ（地域連携実践）

1．活動概要

阪南市の課題
海側の観光資源の充実　海、牡蠣、すだて遊びなど
⇔山側の観光資源の不足　桜、公園
インバウンド対応　受け入れ態勢、多言語化など
海と山の関連を伝える、生かす
　（阪南市様との打ち合わせより）
→山側の観光魅力度の向上「山中渓の活性化」
　山中渓の観光資源の把握
　山中渓のまち歩きの促進
　桜の季節以外の集客
　観光客受け入れに関する課題整理
　日帰りから宿泊へ（将来展望）
＊事前学習として阪南市様による講義も予定

2 ．年間計画

令和 8 年
4 月09日（木）阪南市基礎知識・日程調整等
4 月10日（金）山中渓フィールドワーク　桜、わんぱく王国、廃墟、アート等視察、調査分析
5 月08日（金）阪南市役所で講義
5 月29日（金）山中渓フィールドワーク等（各学生の担当地点に分かれて実地調査）
6 月19日（金）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
6 月26日（金）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
7 月03日（金）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
7 月10日（金）山中渓フィールドワーク等（銀の峰を実際に踏破して実地調査）
7 月17日（金）阪南市役所で成果発表
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3 ．活動成果

阪南市未来創生部まちの活力創造課様より課題についての講義があり、今年度は観光案内の多言語
化に絞って地域連携実践活動を実施することとなった。
山中渓についての以下のことに関して 4 ヶ国語（日本語、英語、中国語、ベトナム語）で観光案内
を作成し、阪南市未来創生部まちの活力創造課様において活用することとなった。
1 、ずん　山中渓さくらまつり（日本語とベトナム語）
2 、がー　山中川のホタルの生息地（日本語とベトナム語）
3 、なかいえ　銀の峰ハイキングコース（日本語と英語）
4 、おがわ　第 1 パノラマ（銀の峰）（日本語と英語）
5 、よしはら　わんぱく王国（日本語と英語）
6 、しゅいちじん　馬目王子跡（日本語と中国語）
7 、ただの　地福寺（日本語と英語）
8 、みたまやま　日本最後の仇討ち場（日本語と英語）

（できたものさらに 4 ヶ国語にしてそれぞれネイティブチェックを行った。）

4 ．地域からの評価

阪南市未来創生部まちの活力創造課様から課題をいただき、フィールドワークにも同行していただ
き、わんぱく王国で現地での打ち合わせ場所を用意していただいて、銀の峰にはほぼ全課を挙げて
学生と一緒に踏破し、成果発表においては、多言語化の有意義性、機械翻訳のリスクとネイティブ
による言い回しの有益性、学生ならではの視点と新しい発見について高評価いただき、引き続き連
携を実施していただきたい旨の発言をいただいている。

5 ．参考WEB サイト

6．活動メンバー

観光学部 2 年　�ゔてぃずん、ふぉんがーと、小川　啓斗、吉原　大輝、朱一じん、多々納海輝、� 	
中家　詞音

7．担当教員

観光学部　教授　身玉山　宗三郎

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 大阪観光大学

所属先・職名 観光学部　教授

氏 名 身玉山　宗三郎

連絡先
電 話 072－453－8222

メール s-mitamayama@tourism.ac.jp
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9 ．活動の様子
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概要
• 活動テーマ阪南市の⼭中渓地域の観光振興連携
• 活動場所 ⼤阪府阪南市⼭中渓
• 連携先 ⼤阪府阪南市未来創⽣部まちの活⼒創造課
• 活動主体 ⼤阪観光⼤学観光学部 ⾝⽟⼭ゼミ（地域連携
実践)

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 2

阪南市の⼭中渓地域の
観光振興連携

⼤阪観光⼤学
観光学部⾝⽟⼭ゼミ（地域連携実践) 
令和８年１０⽉１０⽇（⼟）１０時
地域連携学⽣フォーラム in Osaka 2026

於 近畿⼤学

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 1
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⼤阪観光⼤学と阪南市⼭中渓の場所

出典：BBQまる（https://bbq-maru.com/#google_vignette）をベースに筆者作成。

⼤阪観光⼤学

阪南市（海側・⼭側）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 4

⼤阪観光⼤学と阪南市⼭中渓の場所

地図出典：じゃらん https://www.jalan.net/rentacar/drive/270000/3559/ (2026.09.11.)
10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 3
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活動概要（観光案内の多⾔語化）
• 今年度は観光案内の多⾔語化に絞って地域連携実践活動を実施することとなっ
た。

• ⼭中渓についての以下のことに関して４ヶ国語（⽇本語、英語、中国語、ベトナム語）で観光案内を作成し、阪南市未来創⽣部まちの活⼒創造課様において
活⽤することとなった。

• １、ずん ⼭中渓さくらまつり（⽇本語とベトナム語）
• ２、がー ⼭中川のホタルの⽣息地（⽇本語とベトナム語）
• ３、よしはら わんぱく王国（⽇本語と英語）
• ４、なかいえ 銀の峰ハイキングコース（⽇本語と英語）
• ５、おがわ 第１パノラマ（銀の峰）（⽇本語と英語）
• ６、しゅいちじん ⾺⽬王⼦跡 （⽇本語と中国語）
• ７、ただの 地福寺（⽇本語と英語）
• ８、みたまやま ⽇本最後の仇討ち場（⽇本語と英語）
• （できたものさらに４ヶ国語にしてそれぞれネイティブチェックを⾏った。）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 6

活動概要（阪南市の課題）
• 海側の観光資源の充実 海、牡蠣、すだて遊びなど
• ↔⼭側の観光資源の不⾜ 桜、公園
• インバウンド対応 受け⼊れ態勢、多⾔語化など
• 海と⼭の関連を伝える、⽣かす
• →⼭側の観光魅⼒度の向上「⼭中渓の活性化」
• ⼭中渓の観光資源の把握
• ⼭中渓のまち歩きの促進
• 桜の季節以外の集客
• 観光客受け⼊れに関する課題整理
• ⽇帰りから宿泊へ（将来展望）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 5
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活動成果（１、ずん ⼭中渓さくらまつり）
山中渓桜まつりは、毎年春に開催される人気のお祭りです。満
開の桜を楽しみながら、屋台やステージイベント、地域の文化
を体験することができます。多くの観光客が訪れ、にぎやかな
雰囲気になります。

Yamanakadani Cherry Blossom Festival is a popular spring 
event held every year. Visitors can enjoy beautiful cherry 
blossoms, food stalls, stage performances, and local culture. 
Many people come to enjoy the lively atmosphere.

山中溪樱花节是每年春天举办的人气活动。游客可以欣赏盛
开的樱花，体验美食摊位、舞台表演和当地文化。每年都会
吸引许多游客前来参观。

Lễ hội hoa anh đào Yamanakadani là sự kiện nổi tiếng được tổ 
chức vào mỗi mùa xuân. Du khách có thể ngắm hoa anh đào nở 
rộ, thưởng thức các gian hàng ẩm thực, xem biểu diễn và trải 
nghiệm văn hóa địa phương. Mỗi năm lễ hội thu hút rất nhiều 
người đến tham quan.

ヴ　ティ　ズン

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 8

活動概要（前期計画）
• 令和8年
• ３⽉（現地予備調査・桜まつり視察等）
• 4⽉9⽇（⽊） 阪南市基礎知識・⽇程調整等
• 4⽉10⽇（⾦）⼭中渓フィールドワーク 桜、わんぱく王国、廃墟、
アート等視察、調査分析

• ５⽉０８⽇（⾦）阪南市役所で講義
• ５⽉２９⽇（⾦）⼭中渓フィールドワーク等（各学⽣の担当地点に分か
れて実地調査）

• ６⽉１９⽇（⾦）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
• ６⽉２６⽇（⾦）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
• ７⽉０３⽇（⾦）調査結果分析・ディスカッション・成果発表準備
• ７⽉１０⽇（⾦）⼭中渓フィールドワーク等（銀の峰を実際に踏破して
実地調査）

• ７⽉１７⽇（⾦）阪南市役所で成果発表

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 7
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活動成果（３ よしはら わんぱく王国）

わわんんぱぱくく王王国国

わわんんぱぱくく王王国国はは、、大大阪阪府府のの阪阪南南市市ににああるる自自
然然豊豊かかなな場場所所ああるる公公園園でですす。。
山山をを登登っってて行行くくとと頂頂上上にに大大ききなな遊遊具具ががああっっ
たたりり、、途途中中ににととててもも長長いいロローーララーー滑滑りり台台がが
ああっってて子子供供たたちちががととててもも楽楽ししめめるるススポポッットト
でですす。。大大人人ででもも滑滑るるここととががでできき、、迫迫力力満満点点
でで楽楽ししめめままししたた。。山山のの上上のの遊遊具具はは現現在在使使ええ
なないいののでで、、代代わわりりにに夏夏場場はは水水遊遊びび場場ががああるる
ののでで夏夏ででもも楽楽ししめめまますす。。

Vương quốc Wanpaku

Vương quốc Wanpaku là công viên nằm giữa 
thiên nhiên tại thành phố Hannan, tỉnh Osaka. Khi 
leo lên đỉnh núi, bạn sẽ bắt gặp một khu vui chơi 
rộng lớn.
Trên đường đi còn có đường trượt con lăn rất dài 
và thú vị. Mình nghĩ đây là nơi trẻ em có thể vui 
chơi thỏa thích. Ngay cả người lớn cũng có thể 
trải nghiệm đường trượt nay, vì vậy đây là địa 
điêm phù hợp cho mọi lứa tuối.

阪南儿童乐园位于大阪府阪南市，是
一座被自然环绕的公园。沿着山路往
上走，途中有很长的滚轮滑梯，不论
是大人还是小孩都能玩的开心。山顶
上也有很多大型的游乐设施，是一个
能让孩子们尽情玩耍的好地方。

淘淘气气王王国国

Wanpakuōkoku is a park located in a nature-rich 
area in Hannan City, Osaka Prefecture.
If you climb the mountain, you'll find a large 
playground at the top, and along the way, there's 
a very long roller slide, making it a great spot for 
children to enjoy. Even adults can slide down, 
and it's quite thrilling and fun. The playground at 
the top of the mountain is currently unavailable, 
but there's a water play area during the summer, 
so you can enjoy it even in the summer.

Wanpakuōkoku

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 10

活動成果（２、がー ⼭中川のホタルの⽣息地）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 9



21

活動成果（５、おがわ 第１パノラマ（銀の峰）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 12

活動成果（４、なかいえ 銀の峰ハイキングコース）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 11
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活動報告（７、ただの 地福寺）

地福寺は、山中渓街道から少し入った静かな場
所に位置する寺院です。現在の本堂は、明治維
新の際に廃寺となった真光寺から、明治18年に
ここへ移築されたものです。ここには本尊であ
る「阿弥陀三尊」のほか、かつて熊野街道沿い
の地蔵堂王寺で本尊とされていた地蔵菩薩も安
置されています。「子安地蔵堂」は、安産を祈願
する場所として親しまれています。実際に訪れ
てみると、境内はそれほど広くはありませんで
したが、穏やかな雰囲気に包まれており、歴史
と信仰の重みを感じることができました。

地福寺

多々納海輝

Jifuku-ji is a temple located in a quiet spot just off
the historic Yamanaka Valley Road. The current
main hall was relocated here in Meiji 18 from
Shinkō-ji Temple, which had been abandoned
during the Meiji Restoration. It houses the
principal image—the Amida Trinity—as well as
the Jizō Bodhisattva, which was formerly the
principal image at Jizōdō-ōji on the Kumano
Kaidō. The Koyasu Jizō Hall is well-loved as a
place to pray for a safe childbirth. When I actually
visited, although the temple grounds were not
very large, they had a serene atmosphere, and I
was able to feel a sense of history and faith up
close.

Jifuku-ji Temple

HIroki Tatano

地福寺位于山中溪 史街道稍往里走
的一 静 之地。如今的主殿，是明
治18年从明治 新 期 寺的神光
寺迁建而来的。寺内供奉着本尊阿弥
陀三尊像，以及曾作 熊野街道·地
藏堂王子本尊的地藏菩 ，其中子安
地藏堂作 祈求安 的寺院深受人
喜 。 造 后 ， 然寺院境
内并不 敞，但氛 宁静祥和， 人
能切身感受到 史与信仰的厚重。

地福寺

多々 海

Chùa Jifuku là một ngôi chùa tọa lạc tại một nơi
yên tĩnh, nằm cách con đường lịch sử
Yamanaka-kei một đoạn ngắn. Chính điện hiện
nay là ngôi chùa được di dời từ chùa Shinkō-ji –
vốn đã bị bỏ hoang vào thời kỳ Cách mạng
Minh Trị – vào năm Minh Trị thứ 18. Tại đây
thờ phụng tượng Phật A-di-đà Tam Tôn làm
Phật chính, cùng với tượng Bồ Tát Địa Tạng
từng là Phật chính tại chùa Jizōdō-ōji trên con
đường Kumano. Chùa Koyasu Jizō-dō được
người dân yêu mến như một nơi cầu nguyện
cho việc sinh nở an toàn. Khi đến thăm thực
tế, mặc dù khuôn viên chùa không rộng lớn
nhưng nơi đây toát lên bầu không khí thanh
tịnh, giúp du khách cảm nhận được sự gần
gũi với lịch sử và tín ngưỡng.

Chùa Jifuku

HIroki Tatano

uku

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 14

活動報告（６、しゅいちじん ⾺⽬王⼦跡）

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 13
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まとめ・気づきの点（ずん）
• ⼭中渓の観光振興政策についての提⾔（ずん）
• • SNS（Instagram・TikTokなど）で⼭中渓桜
• まつりを積極的にPRする。
• • 外国⼈向けの多⾔語パンフレットや案
• 内板を増やす。
• • QRコード付きの観光マップを設置する。
• • 地元の⾷べ物や特産品を楽しめるイベ
• ントを増やす。
• • 地域住⺠と観光客が交流できる体験型
• イベントを企画する。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 16

活動報告（８、みたまやま ⽇本最後の仇討ち場）

日本最後の仇討ち場

Explore the profound legacy of Japan's legal history

日本法制史史跡

執筆 大阪観光大学 身玉山 宗三郎

The Last Revenge Site 
in Japan

The revenge at Yamanakadani in Hannan
City is noteworthy as the last revenge
based on a license issued by the Edo
Shogunate.
It can be considered an important historical
site in the history of Japanese law.

Explore the profound legacy of Japan's legal history

日本法制史史跡

Written ｂｙ ＭＩＴＡＭＡＹＡＭＡ Ｓｏｚａｂｕｒｏ、Ｏｓａｋａ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Of Tourism

Địa điểm trả thù cuối cùng
ở Nhật Bản

số đó, vụ trả thù tại Yamanakadani ở 
thành phố Hannan đáng chú ý vì đây 
là vụ trả thù cuối cùng được thực hiện 
theo giấy phép của Mạc phủ Edo. 
Nó có thể được coi là một di tích lịch 
sử quan trọng trong lịch sử pháp luật 
Nhật Bản.

Explore the profound legacy of Japan's legal history

日本法制史史跡

Written ｂｙ ＭＩＴＡＭＡＹＡＭＡ Ｓｏｚａｂｕｒｏ、Ｏｓａｋａ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙ Of Tourism

日本最后的
复仇之地

位于阪南市山中谷的复仇事件尤为
引人注目，因为它是江户幕府颁布
的最后一份复仇令。
它可被视为日本法律史上一处重要
的历史遗址。

Explore the profound legacy of Japan's legal history

日本法制史史跡

執筆 大阪観光大学 身玉山 宗三郎

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 15



24

まとめ・気づきの点（よしはら）
•苦労したことは、なれないアプリでパンフレット
を作るのと⾊んな⾔語で作ること。
•ネイティブの⽂章を書くのは⾊んな国の⼈に直接
聞くことが⼤切。
•強調したい事は、わんぱく王国は何も無いと思わ
れがちだがハイキングもでき、⼦供と楽しめる遊
具があるという事。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 18

まとめ・気づきの点（がー）
•⼭中渓の観光振興政策についての提⾔（がー）
•壁にウォールアートを描く。
•ランタナの花を植えて景観を整える。
•川沿いの⼊り⼝に街灯を設置する。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 17
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まとめ・気づきの点（おがわ）
•強調したいことは⼭を登るのがしんどいとゆうこ
と。
•苦労したことはとても暑かったこと。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 20

まとめ・気づきの点（なかい
え）
•強調したいことは、⼀⼈でハイキングコースへ⾏
くことをおすすめしないと⾔う事。
•苦労したことはなれないアプリでの作成と、調べ
て作る事と、正しいか分からない多⾔語でも⽂章
を作成すること。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 19
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まとめ・気づきの点（ただの）
• 実際にその場所に⾏って感じる事の⼤切さを強調した
い。
• インターネットで調べても地福寺の情報が少なかっ
• たのは苦労した。
• 今まで知らなかった阪南市の観光地や地域の魅⼒を知
ることができた。
• ・⼭中渓の観光振興政策についての提⾔（ただの）
• インターネットでのPRにもう少し⼒を⼊れると良いか
もと感じた。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 22

まとめ・気づきの点（しゅいちじん）

•気づきの点は、史跡が⼩さすぎて、⾒つけにくい
こと。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 21
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まとめ・気づきの点（地域からの評
価）
•阪南市未来創⽣部まちの活⼒創造課様（地域）か
ら課題をいただき、フィールドワークにも同⾏し
ていただいた。
•地域からわんぱく王国で現地での打ち合わせ場所
を⽤意していただいて、銀の峰にはほぼ全課を挙
げて学⽣と⼀緒に踏破した。
•成果発表においては、地域から、多⾔語化の有意
義性、機械翻訳のリスクとネイティブによる⾔い
回しの有益性、学⽣ならではの視点と新しい発⾒
について⾼評価いただき、引き続き連携を実施し
ていただきたい旨の発⾔をいただいている。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 24

まとめ・気づきの点（みたまやま）
•インターネットで⽇本最後の仇討ちと検索すると
複数の事件がヒットするが、阪南市⼭中渓の仇討
ちは、江⼾幕府の免状を得ていること、しかしな
がら、明治維新の移⾏期の中で紀伊藩が藩外での
み仇討ちを許したため、国境の阪南市⼭中渓で仇
討ちが⾏われたという法制史的に興味深い事実・
ナラティブのアピールが必要と感じられた。

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 23
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Thank You!

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 26

参考⽂献
•⽇本経済団体連合会（２０２５年１０⽉１４⽇）
持続可能な観光⽴国の実現に向けて−次期観光⽴
国推進基本計画に向けた提⾔−

10/10/26 ⼤阪観光⼤学 ⾝⽟⼭ゼミ 地域連携実践 25
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各団体の発表
■大阪経済大学　経営学部　古賀ゼミ

活 動 テー マ 地域間交流の中で地域担い手づくり～あいはし×ひがしよどがわ～

活 動 場 所 大阪市東淀川区・兵庫県

連 携 先
あいはしコミュニティセンター（兵庫県豊岡市合橋地区）
東淀川区役所、東淀川区の企業（安積濾紙株式会社、大阪冶金興業株式会社、
飯田繊工株式会社、株式会社山本博工務店）

活 動 主 体 大阪経済大学　経営学部　古賀ゼミ

1．活動概要

東淀川区役所（地域課）の方のお話によれば、区の「地域課題」について、少子高齢化、 1 人世帯
が増加する中、自治会・町内会への加入率が大幅に減少して、自治会や町内会の持つ“たすけあい
の実現”や“地域のつながりづくり”としての機能が弱まっているとのことです。また、全労災の
アンケート調査によると、“たすけあいがあふれる社会”に共感する人は少なくないという結果が出
ているとのことです。しかし、実際に自分が困っているときに助けを求めることができる人は少数
派であるという結果も同時に出ていて、住民同士のたすけあいが実現していない現状があるとのこ
とです。こうした地域課題の根底にある問題は、地域の担い手や地域の諸活動を担う人材の不足の
問題があると思われます。東淀川区役所地域課では、「東淀川みらいEXPO」をはじめとする、様々
な企画やイベントで区を盛り上げています。その際に大切なのは、「住民たちがコミュニティに求め
るものは、いったい何か？」という住民ニーズを十分に理解することだと東淀川区役所（地域課）の
方はおっしゃいます。こうした問題は、都市部のみならず、本学が長年、交流がある兵庫県豊岡市
合橋地区の山村部においても同様な問題を抱えています。わたしたちは、都市部と山村部の地域間
交流を通じて、地域の魅力や特色を生かしまたは融合した企画やイベントでこのような地域の担い
手や地域の諸活動を担う人材の不足を解消できないかと考え活動を行っています。地域のことをど
れだけ愛しているかという”エンゲージメント”は大切です。その担い手にとっての“始める理由”
にもなりますし、
”やり続ける理由”として気持ちの中の大きな割合を占めると思われます。

2 ．年間計画

〇2026年 1 月：東淀川区役所職員による講演会実施
〇2026年 3 月：東淀川区区役所主催「東淀川みらい会議」で企業さまと意見交換
〇2026年 3 月：兵庫県豊岡市合橋地区（合橋地区コミュニティセンター）訪問
〇2026年 4 月：企画・イベントのコンセプトづくり
〇2026年 6 ～ 8 月：�東淀川区の企業（安積濾紙株式会社、飯田繊工株式会社、� 	

株式会社山本博工務店、大阪冶金興業株式会社）へのインタビュー実地調査
〇2026年 8 月：�大阪電気通信大学主催の「テクノフェア in ねやがわ」に出展参加� 	

（「産業×自然でものづくり体験～アップサイクル・リサイクル廃材アート～」）
〇2026年 8 月：兵庫県豊岡市合橋地区でのイベント実施
〇2026年12月：�かみしんプラザ（東淀川区）「産業×自然でものづくり体験」イベント� 	

開催予定
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3 ．活動成果

活動が現在進行中であり、2026年 8 月22日の豊岡市合橋地区でのイベントや2026年12月に開催予定
のみしんプラザ（東淀川区）「産業×自然でものづくり体験」イベントにて活動成果が得られると考
えます。

4 ．地域からの評価

2026年 8 月22日の豊岡市合橋地区でのイベントで連携地域からの評価を得たいと思います。

5 ．参考WEB サイト

豊岡市合橋地区でイベントを実施します。
大阪経済大学
https://www.osaka-ue.ac.jp/life/community/zemi/kk/20260822.html

6 ．活動メンバー

経営学部 3 年
平松　琉星、倉田　康生、武田　寛斗、池田　大翔、山本　　詩、小川　寧音、諸原　秀樹、
中田　雨音、杉本　華音、岩田　沙樹、池田　和笑、山川　心琴、永宮　理乃、徳山莉乃音、
山下　流空、櫻井　　心、笠井　駿佑、西郷　凪咲、田中　悠斗、石原　宏彬

7．担当教員

経営学部　教授　古賀　敬作

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 大阪経済大学

所属先・職名 経営学部　教授

氏 名 古賀　敬作

連絡先
電 話 090－7722－9569

メール k_koga@osaka-ue.ac.jp
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9 ．活動の様子
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地域交流のおもな目的や効果

2

地域アイデンティティの醸成

地域愛や地域魅力の醸成

学びの偶発的発生

（参考）
薗 諸栄「資源ベース理論による地域観光イベントの経営分析—函館市と別府市のクリスマスイベントを事例に－」函館大学論究 57巻 2号49頁以下（2026年）
髙橋 蓉「創造界隈形成における創造的人材同士の日常的な交流が誘発されるシチュエーションに関する考察‐創造的人材の動向に着目して－」都市社会文化研究6号132頁以下（2025年）

地域交流の中で地域担い手づくり
～あいはし×ひがしよどがわく

大阪経済大学経営学部 古賀ゼミ

1
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交流の内容

4

大阪経済大学と但東町合橋地区との交流

3

2015年4月より“地域の未来のため大学は何ができるのか”“どん
な取り組みが地方を元気にするのか”を考える「地域づくりプロジェ
クト」を立ち上げ、学生へボランティア情報を発信して、地域等の取り
組みと連携させるコーディネートする取り組み・長期的連携を視野に
入れた学生派遣
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あいはし地区の概要

6

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

2025.4.1現在

集落数 16区

人口 1447人

世帯数 640世帯

高齢化率 46.2%

2025.5.1現在

合橋小学校 66区

但東中学校 77人

合橋認定こども園 640世帯

共通の地域課題を探る

5

都市部 山間部
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コミュニティあいはし
ハハイイブブリリッッドドなな組組織織体体制制””でで取取りり組組むむココミミュュニニテティィ活活動動

8

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

活動

部会制

生活支援部

防災部

プロジェクト制 プロジェクト

地域コミュニティ形成と地域活性

7

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

⚫地域コミュニティ組織

旧小学校区で区切られた豊岡
市独自の住民自治組織で、
2017年に市内全29地区で発足。
従来の地区公民館をコミュニ
ティセンターとして刷新し、
地域振興・人づくり・防災・
福祉など、地域に住まう人自
らがそれぞれの地域の課題に
即した活動を展開。
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プロジェクト制

10

プロジェクト制
草花で合橋を元気に

事前ふれいあい体験

合橋の宝探し

合橋わくわく農場

夏休み こども集まれ！大阪経済大学×あいはし

多世代交流 グランドゴルフ大会 etc.
（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

部会制活動
生活支援

9

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

部会制活動
まごの
手

見守り訪
問

見守り訪
問

高齢者と
の交流
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わたしたちの取り組み（よそものによる刺激）

12

キャッチフ
レーズ

“子供からお
年寄りまで”

わたしたち活
動と合橋の活
動との融合

イベント

●地域レベルでのカーボン
ニュートラル（脱炭素社会の
実現）活動
●廃材アップサイクル活動

（出所）環境省「伝 統 的 産 業 を 軸 と し た イ ベ ン ト 活 動 と 観 光 ま ち づ く り の 円 滑 化 に 関 す る 一 考 —兵 庫県篠山 市今田町 を 事 例 と し て－
」＞

地 域 内 外 の 人 的交 流
に よ る 刺激 な ど を 通 し
て 住 民 が 地 域 を 見 つ
め 直 し 良さ を 再 認 識
す る 動 機 づ け

あいはしの課題？

11

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

地域の担い手
不足

コミュニティ形成
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融合

14

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

衣服や金属を中心にものづくり
東淀川区

融合

13

融合

■ツタンカーメン豆やバラジャムなどピンク
なものがある。
■養蚕業が盛んだったからシルクと名の付
く施設がある。

兵兵庫庫県県豊豊岡岡市市但但東東町町

【【合合橋橋地地区区】】のの特特徴徴

シルクとピンクの町
合橋
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16

（出所）環境省「部門別CO2排出量の現況推計」＜https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/tools/suikei.html＞

融合

15

廃材や合橋の特産品を
使用して体験型工作
（ブレスレット）
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コミュニティ形成の課題（2023年度調査）

18

ご近所付き合いの軽薄化
参加メンバーの固定化

高齢化に伴う
地縁団体（町会）の存続危機

調調査査テテーーママ：：SSDDGGss××地地域域魅魅力力発発見見でで，，関関係係人人口口のの創創出出にによよるる都都市市部部のの地地域域活活性性化化

（大阪市）ひがしよどがわの概要

17

（出所）「まちのとびら—数字で読み解く日本」＜https://machinotobira.jp/mirai/city/27114/＞
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課題改善

20

・住民のニーズは、いったい何？
・コミュニティに求めるものは、いったい何？
・住民のニーズは、いったい何？
コミュニティに求めるものは、いったい何？

コミュニティ
形成の促進

担い手
づくり

大阪市町内会加入率推移→地域担い手への懸念

19

（資料提供）大阪市東淀川区地域課地域づくりアドバイザー土井「東淀川区の『地域課題』について」（2026年1月22日講演資料）
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22

コミュニティあいはし×古賀ゼミ

ご清聴ありがとうございました。

アンケート結果
（コミュニティあいはしによる参加学生へのアンケート）

21

• この交流にどんな意義があると思いますか？

⚫地域は地域のひとたちに
⚫交流できっかけづくり
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各団体の発表
■大阪国際大学　経営経済学部　経済学科

活 動 テー マ 門真団地活性化プロジェクト

活 動 場 所 大阪府門真市

連 携 先
協働：新門真住宅自治会
協働：門真市まちづくり部　都市政策課・市民文化部　地域政策課

活 動 主 体 大阪国際大学　経営経済学部　経済学科

1．活動概要

新門真住宅自治会と門真市から、少子高齢化が進む門真団地において「認知症の進行や孤独死を防
ぐため、門真団地の住民が外出したくなるような企画を考えて実践して欲しい」との依頼が大阪国
際大学にあり、2021年度から実践しているプロジェクト。

　　2021年度：�教育・研究・社会貢献の拠点「みらいづくり研究所」の設立、� 	
農場づくりなど

　　2022年度：移動販売のサポート、「 0 円ショップ」の開設など
　　2023年度：餅つき大会のサポート、クリスマス会の開催など
　　2024年度：映画観賞会の開催、住民の方々へのヒアリング調査など
　　2025年度：�住民の方々への突撃インタビュー、� 	

門真団地の思い出発表会の開催など

なお、このプロジェクトは、大阪国際大学　経営経済学部　経済学科と新門真住宅自治会、門真市
都市政策課・地域政策課の三者が協働し、実践しています。

学内での協力組織：地域協働センター（組織的な地域連携の支援）

2 ．年間計画

前期（ 4 月～ 7 月）、後期（10月～ 1 月）の授業開講期間に、PBL（課題解決型学修）の手法を用い、
政策過程をベースに、門真団地の調査や課題解決の企画を創造し、実践しています。
なお、具体的な企画については、受講学生及び新門真住宅自治会の方々の合意形成を図った上で展
開しています。
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3 ．活動成果

門真団地における学生（よそ者・若者・バカ者）のPBL「突撃インタビュー（前期）～門真団地の
思い出発表会（後期）」を通じて、門真団地は約60年の年月を経て人それぞれの生活や記憶が積み重
なった場所であることに改めて気づかされました。
また、2025年度は、門真団地の方々を大学にお招きする「キャンパスツアー」を開催しました。キ
ャンパスに目を輝かせている門真団地の方々を、学生（孫）達がキャンパスを案内している姿を目
の当たりにしました。

リーフレットを作成し、地域に広く配付しました。
　門真団地活性化プロジェクト　団地から始まる、学びと挑戦
　大阪国際大学×門真団地　2021－2025の軌跡

4 ．地域からの評価

2010年の砂子校区祭より、大阪国際大学の学生さんとの交流が始まりました。2021年度からは、新
門真住宅自治会の高齢化による孤独死や認知症が少しでも少なくなるように、家庭訪問や 0 円ショ
ップ、農園で野菜を育てたり、またある時は、集会所でゲーム遊びなどをしたり、高齢者のボケ防
止に大変なご協力をしていただきました。
この16年間、多くの学生を見てきましたが、素晴らしい学生です。
本当に有難う。心より感謝しています。

新門真住宅自治会　自治会長　淀井　　慧さん

5 ．参考WEB サイト

大阪国際大学　体験型プログラム「門真団地活性化プロジェクト」
https://www.oiu.ac.jp/kadoma/

大阪国際大学　地域協働センター活動事例報告（2025年度）―地域との協働・共創の推進―
https://www.oiu.ac.jp/2026/04/10/26479/

地域の課題！門真団地の高齢者の悩みを大阪国際大学の学生が解決！もりかどじゃーなるが密着し
てみた！（YouTube）
https://www.youtube.com/watch?v=HXcT_zfyKog&t=1s
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6 ．活動メンバー

大阪国際大学　経営経済学部　経済学科「地域創造演習」及び「プロジェクト演習Ⅲ」受講学生

7．担当教員

経営経済学部　経済学科　講師　小竹森　晃

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 大阪国際大学

所属先・職名 経営経済学部　経済学科　講師

氏 名 小竹森　晃

連絡先 電 話 06－6902－0791（代表）

メール a-kotakemori@oiu.jp
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9 ．活動の様子
リーフレット（A 4 横長・両面）を作成し、地域に広く配付。

上記：新門真住宅自治会自治会長、学生、卒業生、門真市市民文化部地域政策課からのメッセージ
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目目次次

①①自自己己紹紹介介

②②ププロロジジェェククトトのの概概要要とと門門真真団団地地のの現現状状

③③門門真真団団地地ににつついいてて

④④取取りり組組みみ内内容容

⑴⑴突突撃撃イインンタタビビュューー

⑵⑵トトラランンププ大大会会

⑶⑶キキャャンンパパススツツアアーー

⑷⑷「「門門真真団団地地」」のの発発表表会会

⑤⑤私私たたちちのの学学びび（（森森元元・・露露谷谷））

⑥⑥団団地地のの方方のの反反応応

⑦⑦終終わわりりにに

大大阪阪国国際際大大学学
門門真真団団地地活活性性化化ププロロジジェェククトト
大阪国際大学 経営経済学部 経済学科

「プロジェクト演習Ⅲ」



49

目目次次

門真住宅地域活性化プロジェクトとは？

◆目 的：

門真団地住民が外出したくなるような企画を、学生に考えて欲しい。

＝住民の孤独死・認知症を進行を、少しでも防ぎたい。

⇒独りぼっちの住民に、地域のコミュニティに参加してもらう！

◆学生が参加することによって生まれた効果：

新たに地域のコミュニティに参加する人（数名／年）

「学生と話ができ、毎週楽しみにしている」

という住民の声も♪

⇒学生がお誘いに行くと出てきてくれる！

協働

新門真住宅
自治会

協働
大阪国際大学

経営経済学部

経済学科

協働
門真市

都市政策課

地域政策課

三者協働のプロジェクト

自自己己紹紹介介

①①名名前前・・ニニッッククネネーームム ②②学学年年
③③生生ままれれ・・出出身身 ④④趣趣味味

①森元莉羅・りら ①露谷悠・つゆにい

②４回生 ②４回生

③大阪府寝屋川市 ③和歌山県御坊市生まれ
生まれ・出身 大阪府吹田市出身

④字を書くこと ④航空祭に行くこと
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門門真真団団地地ににつついいてて
①①基基本本情情報報

大阪府門真市にある大規模な団地

設立して約約６６００年年

②②特特徴徴

設設立立当当初初かかららこの団地に住んでいる
住民も多い

団地内で住民同士の交流やつながり
がある

③③私私たたちちとと門門真真団団地地

大学と門真団地で地地域域連連携携

（２０２１年～）

団団地地のの現現状状

・入居開始後、３０年以上経過した住宅団地が約５１％
（入居開始時期不明が約３割）

→老朽化

・入居開始後、４０年以上経過した住宅団地では、半数
以上で高齢化率が３０％超

→高齢化

国土交通省「住宅団地における課題と取組」

（最終アクセス： 年 月 日）
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突突撃撃イインンタタビビュューー

①①概概要要：学生が門真団地の方々のお宅を訪ねて、
「門真団地の思い出」についてお話を伺った。

→計計５５６６人人のの方々とお話をした。

②②例例ええばば、、、、

・「「門門真真団団地地にに住住ももううとと思思っったたききっっかかけけはは？？」」

→抽選で当選したから・以前住んでいた家の家賃
の関係など

・「「門門真真団団地地のの思思いい出出はは？？」」

→子どもが多かった・子どもたちとの運動会など

取取りり組組みみ内内容容

突突撃撃イインンタタビビュューー トトラランンププ大大会会 キキャャンンパパススツツアアーー 「「門門真真団団地地思思いい出出」」
発発表表会会
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キキャャンンパパススツツアアーー
①①概概要要：門真団地の方々を大学に招待し、学
食で昼食を取った後、学生がキャンパス内を
案内した。

②②住住民民のの方方々々のの感感想想

・教室の椅子に座り、

「こんな場所で授業受けてみたかった。」

「大学に入ったことが無かったから、貴重な
体験ができた。」などの声が上がった。

・ツアー中には、参加者の女性から学生に

「あなたの顔と声が忘れへん。」

「元気にしてた？」と声をかけてくれた。

トトラランンププ大大会会

①①目目的的

団地の高高齢齢化化→学生と住民の方々との交流

②②活活動動内内容容

団地を訪問し、住民の方々と七七並並べべ・・神神経経衰衰弱弱を一緒に楽しんだ

③③住住民民のの方方々々かかららのの声声

「久しぶりに頭を使うわ～」

「若い子とこんなことができて嬉しい。」

④④活活動動をを通通ししてて

トランプ大会をきっかけに、世世代代をを超超ええてて笑笑顔顔でで交交流流することがで
きた



53

私私たたちちのの学学びび（（森森元元））

①①キキャャンンパパススツツアアーー

「大大学学にに来来ててみみたたかかっったた」と喜んでくださる姿が印象に残った。

②②「「交交流流」」をを通通ししてて得得たた学学びび

・団地の方々にとって大学・学年にとって門真団地を考えた際、
普段当たり前に過ごしている場所も誰かにとっては特特別別なな場場所所に
なることを学んだ。

・これから自分の特別な場所がひとつでも増やせるような経験を
していきたい。

「「門門真真団団地地のの
思思いい出出」」発発表表会会

①①概概要要：：学生が団地の住民５６人を訪
ねて思い出を聞き、その内容を発表し
た。

②②住住民民のの方方々々感感想想

・「○○に住んでいる人だ」

「久しぶりに見た」といった声が上
がった。

→住民同士で思い出を共有する場と
なった。



54

地地域域のの方方のの反反応応

新新門門真真団団地地住住宅宅自自治治会会 自自治治会会長長 淀淀井井ささんん

①①交交流流のの始始ままりり：２０１０年の砂子校区祭より大阪国際大学の学
生との交流がスタート

→高齢化に伴う孤孤独独死死や認認知知症症を減らす取り組みとして実施

②②取取りり組組みみ内内容容（（２２００２２１１年年～～））：家庭訪問・農園野菜づくり

集会所でゲーム遊びなど

③③学学生生へへののメメッッセセーージジ：１６年間多くの学生を見てきたが、非常
に素晴らしい学生たちであり、心心よよりり感感謝謝ををししてていいるる。

私私たたちちのの学学びび（（露露谷谷））

①①門門真真団団地地ででのの でで通通ししてて学学んんだだこことと

団地の方々と交交流流することの大切さを学んだ。

②②突突撃撃イインンタタビビュューー

・一人ひとりと寄り添いながら楽しく実施ができた。

・住民の言葉：「久久ししぶぶりりにに若若いい人人とと喋喋れれてて楽楽ししかかっったた。。」

③③キキャャンンパパススツツアアーー

ランチでは、大学施設や学びについて話し合いながら交流を深め
た。
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参参考考文文献献

・国土交通省「住宅団地における課題と取組」

（最終アクセス： 年 月 日）

地地域域とと学学生生ののつつななががりり

①①交交流流をを通通ししてて生生ままれれるるつつななががりり

突撃インタビューやトランプ大会、キャンパスツアーなどの交流を通
して、地域の方々と深く交流できた。

②②おお互互いいをを知知るるここととかからら生生ままれれるるつつななががりり

住民の方々の思い出や経験を知り、学生の日常や大学を見てもらうこ
とで、世世代代をを超超ええたたつつななががりりが生まれた。

ここれれかかららもも、、地地域域とと学学生生がが互互いいにに関関わわりり合合いい

「「ままたた会会いいたたいい」」とと思思ええるる関関係係をを大大切切ににししてていいききたたいい
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各団体の発表
■大阪国際大学　経営経済学部　経営学科　スポーツビジネスコース

活 動 テー マ アクティブヘルスプロジェクト

活 動 場 所 イオンモール大日

連 携 先
共催：株式会社大阪ブルテオン、公益財団法人枚方スポーツ協会
後援：守口市（市民生活部　生涯学習・スポーツ振興課）
協力：イオンリテール株式会社

活 動 主 体 大阪国際大学　経営経済学部　経営学科　スポーツビジネスコース

1．活動概要

今年度から、地域住民の健康づくりを目的とした「アクティブヘルスプロジェクト」を開始した。本
活動は、スポーツビジネスコースの学生が中心となり、スポーツや健康をテーマに、地域社会との
つながりの中で実践的に学ぶ地域連携活動である。
イオンモール大日において、大阪ブルテオン、公益財団法人枚方市スポーツ協会等と連携し、血圧
測定、体組成測定、握力、歩行機能などの健康チェックや、eスポーツを活用した健康体験を実施し
た。子どもから高齢者まで幅広い世代の地域住民に参加いただき、自身の健康状態を知る機会や、ス
ポーツ・健康を身近に感じる場を提供した。
学生は、イベントの企画・運営、参加者対応、スポーツ組織との連携を経験し、スポーツが地域貢
献や健康づくりに果たす役割について実践的に学んでいる。

学内での協力組織：地域協働センター（組織的な地域連携の支援）

2 ．年間計画

4 月	 活動内容の検討、健康測定・健康支援イベントの企画、学生間での役割分担
5 月	 �実施に向けた準備、連携先との調整、運営方法の確認、健康測定・健康支援イベントの

実施（第 1 回）
6 月	 イベント内容の改善、運営準備、健康測定・健康支援イベントの実施（第 2 回）
7 月～ 8 月	 活動成果のまとめ、参加者アンケートの集計・分析
9 月以降	 成果報告資料の作成、活動内容の発信、次年度に向けた課題整理・改善検討
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3 ．活動成果

本活動は、スポーツビジネスを学ぶ学生が中心となり、健康測定・健康支援サービスの企画、運営、
参加者対応を実践的に行った。地域住民を対象に、体力測定、体組成測定、身体機能測定、eスポー
ツ体験などを実施し、スポーツや健康を活用した地域貢献活動を展開することが
できた。
また、大学、地域、スポーツチームが連携することで、健康づくりを支援する場を創出するととも
に、スポーツが地域住民とのつながりを生み出す役割について実践的に検証する機会となった。学
生にとっては、授業で学んだスポーツビジネスや地域連携の知識を実際の現場で活用し、イベント
運営や地域課題への対応力を身につける貴重な経験となった。
本活動を通じて、学生主体による地域連携型の健康支援モデルを実践することができ、今後の継続
的な取組につながる基盤を構築することができた。

4 ．地域からの評価

本事業で実施した健康測定・健康支援サービスは、地域住民が自身の健康状態を知り、今後の健康
づくりを考えるきっかけとして評価を得ることができた。アンケートでは、測定により自身の体力
や健康状態への理解が深まったと回答した参加者は70％を超え、健康づくりへの意識向上につなが
る取組となった。
また、「本サービスが地域住民の健康づくりに役立つ」と回答した割合は83％を超え、大学生が中心
となった健康支援活動や、大学・スポーツチームが連携した取組についても多くのの参加者から意
義や価値を評価された。
さらに、今後も同様のサービスが実施されれば参加したいと回答した割合は85％を超え、継続的な
健康支援への期待が示された。
健康測定を通じた自身の健康への気づきに加え、身近な場所で気軽に参加できる健康づくりの機会
として、地域住民から一定の評価を得ることができた。

5 ．参考WEB サイト

第 1 回目
経営学科　西田ゼミ　地域住民の健康づくり「アクティブヘルスプロジェクト」実施
https://www.oiu.ac.jp/2026/06/04/27965/

第 2 回目
経営学科　西田ゼミ　地域住民の健康づくり「アクティブヘルスプロジェクト」第 2 弾を実施
https://www.oiu.ac.jp/2026/06/30/28479/

大阪国際大学　地域協働センター活動事例報告（2025年度）―地域との協働・共創の推進―
https://www.oiu.ac.jp/2026/04/10/26479/
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6 ．活動メンバー

スポーツビジネスコース 3 年（11名）
趙　　伶訓、東　晴太郎、内海　裕太、木村　蒼太、京谷　橙空、金城　翔悟、城野琥太郎、
束村　一政、冨岡　哲也、西村　壮真、宮本　彰太

スポーツビジネスコース 2 年（ 7 名）
大木　晴哉、柴　　暖華、デマルコ　ティーガンマエ、豊島　璃久、橋本　一輝、日野　大彪、
山川　優生

7．担当教員

経営経済学部　経営学科　講師　西田　千裕

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 大阪国際大学

所属先・職名 経営経済学部　経営学科　講師

氏 名 西田　千裕

連絡先
電 話 06－6902－0791（代表）

メール c-nishida@oiu.jp
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9 ．活動の様子
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住民の健康意識向上と、スポーツ・健康を
身近に感じられる場の提供

・プロチームのコンテンツを活用した
イベント企画・運営

・異なる団体と連携し、目標に向けて協働する
プロセスの実践

・参加者行動を分析し、より効果的な
アプローチ方法を学ぶ

アクティブヘルスプロジェクト 活動目的

地域貢献

実践的学び
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年間計画

月 活動内容の検討、イベントの企画、学生間での役割分担

月 準備、連携先との調整、運営方法確認、ノベルティー制作、
事前検証（プレイベント）

月 内容の改善を検討、運営準備、イベントの実施

月～ 月 活動成果のまとめ、参加者アンケートの集計・分析

月以降 成果報告資料の作成、課題整理・改善検討

活動日 場所 年 月 日（木）、 月 日（日）
イオンモール大日

プログラム ・健康チェック
血圧・体組成測定、握力、移動機能測定

・体験型企画
スポーツ（ ）を活用した全身運動

子どもから高齢者まで
幅広い世代の地域住民

対象者

アクティブヘルスプロジェクト 活動概要
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イオンモール大日 大阪ブルテオン

広報媒体・告知資料

アクティブヘルスプロジェクト連携体制
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２・３年生合同ゼミ
（プロジェクト決起集会）

現地下見

書類作成

機器動作確認・梱包

事前練習

イベント開催までの活動

大阪ブルテオン
マスコットキャラクター

「パピネス」グリーティング
大阪国際大学＆大阪ブルテオン
共同制作「コラボうちわ」

来場者特典
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当日の活動 「 スポーツ体験 」サポート
株式会社 モーションセンサー型トレーニングシステム

当日の活動 「健康チェック」測定

血圧 握力体組成

移動機能 ステップテスト・椅子立ち上がりテスト 等
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健康意識の向上

事業の有用性

体力・健康状態の
理解が深まった

地域住民の
健康づくりに
役立つ

アンケート結果

連携の価値
大学・チーム・団体が
一体となった活動に
価値がある

継続への期待
このような機会
があればまた
参加したい

参加者の年代 性 別

アンケート結果
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スポーツを通じた地域の健康づくりへの貢献と、
学生の実践的な学びの場の創出に向けて、
さまざまな地域へ活動を広げていきます。

ご清聴ありがとうございました

活動に際し、ご指導・ご協力下さいました皆様に、心より御礼申し上げます。

地域社会への還元

学生の学び

多世代が健康づくりに参加できる場を創出、地域の健康意識向上に貢献

企画・運営から振り返りまでを経験し、スポーツの「ささえる」視点
を実践的に学修

活動を通して得られた成果

連携の成果
大学・スポーツチーム・協会・自治体が連携し、それぞれの強みを
生かした地域課題への取り組みを実現
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各団体の発表
■大阪電気通信大学　建築・デザイン学部　インテリアデザイン実践

活動テーマ Create For 小学校 PJ

活動場所 大阪府寝屋川市

連携先 寝屋川市立中央小学校

活動主体 大阪電気通信大学　建築・デザイン学部　インテリアデザイン実践

1．活動概要

この活動のテーマは、空間デザイン思考で学校環境に革新をもたらすべく、大学生たちの新しい知
識を活かして、こどもたちが直面する課題を効果的に解決するソリューションをオリジナルの「家
具」として小学校に提供することで、こどもたちの心理的安心性の向上と教育環境の改善を目指し
ています。
また材料は木材で、繋がりのある木材店や工務店などから廃材を提供してもらい、製作に活用します。

2 ．年間計画

4 月頃からその年の課題（内容や設置場所など）を小学校側と一緒に検討しはじめ、 8 月頃までに
課題を決定する。後期（10月頃）から実際に課題を開始し、12月後半に製作を完了し、小学校側へ
最終プレゼンを行う。

3 ．活動成果

建築・デザイン学科の授業「インテリアデザイン実践」（後期）において、2025年度は寝屋川市立中
央小学校のため、小学生が利用する「本棚」を、大学生たちが自分たちでコンセプトを考え、デザ
イン・製作し、 8 台寄贈した。
最終プレゼンでは、質疑応答などで、小学生は普段とは違う大学という環境にも関わらず、堂々と
した感想を述べていて、大学生も自分たちが制作した実作の感想を小学生から聞けるという、通常
の授業では味わえないような経験を得ることができた。

4 ．地域からの評価

設置場所が、小学校内の鍵の掛かる図書館ではなく、通りがかりに目に留まりやすく、いつでも行
ける場所に設置されたため、本が好きな子どもはもちろん、そうでない子どもたちにも興味が湧い
たようです。また教室に馴染めない子どもたちのちょっとした拠り所にもなっているようです。
また、それを実際に中央小学校で見られた親御さんたち、別の小学校や寝屋川市の方々にも良い反
響で、2026年度は寝屋川市立神田小学校で計画を進めています。

5 ．参考WEB サイト

https://www.osakac.ac.jp/project_now/1637
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6 ．活動メンバー

上田　直幸、河上嗣侑己、曽田　大智、ほか約40名

7．担当教員

大阪電気通信大学　建築・デザイン学部　建築・デザイン学科　空間デザイン専攻
教授　梅原　悟

8 ．本活動に関する連絡先

大学名 大阪電気通信大学

所属先・職名
建築・デザイン学部　建築・デザイン学科　空間デザイン専攻
教授

氏名 梅原　悟

連絡先 電話 072－824－1131（代）

メール s-umehara@osakac.ac.jp

9 ．活動の様子
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

03 PROCESS

04 INTERACTION

05 REFLECTION

提案・制作

交流・発表

振り返り

02 PROJECT
企画概要

01 COLLABORATION
地域との連携

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

R8年度 地域連携学生フォーラム in Osaka

授業課題を通した地域貢献と地元小学校との交流
大阪電気通信大学 建築・デザイン学部 建築・デザイン学科

空間デザイン専攻 上田直幸  河上嗣侑己曽田大智
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0101 COLLABORATION

小学校での会議の様子 課題の説明の様子

インテリアデザイン実践｜梅原 悟 教授

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0101 COLLABORATION

地域との連携
小学校・PTA・大学・学生が関わり、
地域からのテーマを授業の中でカタチにする取り組みです。
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0303 PROCESS

提案・制作のプロセス
講義内で与えられたテーマをもとに、アイデアを考え、
選抜し、実際の家具として制作しました。

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

講義内で与えられたテーマをもとに、アイデアを考え、
選抜し、実際の家具として制作しました。

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0202 PROJECT

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

企画概要
今回のプロジェクトは、地域から提示されたテーマを元に、
大学の授業を通して家具を提案・制作する取り組みです。
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0303 PROCESS

プレゼンシート

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0303 PROCESS

プレゼンシート
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0303 PROCESS

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0303 PROCESS

制作の様子
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0404 INTERACTION

発表の様子

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0404 INTERACTION

最終プレゼン全員集合！
制作した8つの家具を、学内のアトリエにて、子供たち・教員・地域の方々に
発表・体験してもらいます。
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0505 REFLECTION

振り返り
プロジェクト全体を振り返り、学び・気づきを言葉にし、
次につながる視点を共有します。次につながる視点を共有します。

地域連携学生フォーラム in Osaka 2026

0404 INTERACTION

搬入・設置
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地域連携学生フォーラム in Osaka 2026
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各団体の発表
■関西大学　人間健康学部　村川ゼミ①

活 動 テー マ エディブルケア活動

活 動 場 所 堺市堺区浅香山地域

連 携 先
浅香山校区自治連合協議会、NPO法人kokoima、関西大学環境都市工学部、
地域住民

活 動 主 体 関西大学　人間健康学部　村川ゼミ

1．活動概要

浅香山でのエディブルケア活動は、地域の人々とのつながりを大切にしながら、地域に新たな関係
性を生み出すことを目指して取り組んでいます。活動のきっかけとなったのは、香ヶ丘商店街を拠
点に活動するNPO法人kokoimaとの連携です。kokoimaでは、地域コミュニティの形成と、場所に
とらわれない居場所づくりを目的に、キッチン屋台やミニシアター屋台、自転車屋台などを活用し
た活動を行っています。私たち関西大学の学生も、絵本の読み聞かせなどを通して地域活動に参加
してきました。こうした地域とのつながりを土台として、古着を再利用した布ポットで野菜を育て
る「エディブルケア」に取り組み、地域の方々と一緒に育て、収穫し、食べるという体験を通じた
交流の場づくりを進めています。

2 ．年間計画

年間を通して「エディブル巡り」と「畑での野菜づくり」を活動の二つの柱としています。エディ
ブル巡りでは、地域に設置した布ポットを学生が訪ね、野菜の成長を確認するとともに、地域の方々
と会話を交わしながら活動の輪を広げます。畑では、季節に合わせて野菜の植え付け、水やり、手
入れ、収穫を行い、その過程を地域の方々と共有します。
また、年 2 回開催される「浅香山フェス」では、収穫した野菜を使った企画や布ポットづくりなど
を通して、活動を地域に紹介します。地域の祭りやイベントにも参加し、新たな住民や団体とのつ
ながりをつくります。このように、「育てる→見守る→収穫する→食べる→人とつながる」という循
環を繰り返すことで、エディブルケアを一時的なイベントではなく、地域の日常に根付く活動へ育
てていくことを目指しています。

3 ．活動成果

活動を続けるなかで、学生が地域へ出かけて野菜の世話をするだけでなく、地域の方から声をかけ
ていただいたり、野菜の成長について会話を交わしたりする機会が増えてきました。野菜という身
近な存在が、人と人が出会い、話し始めるきっかけになっています。
また、学生にとっても、地域活動を「地域のために何かをすること」としてだけではなく、地域の
方々と一緒に試行錯誤しながら場を育てていくこととして経験できたことは、大きな成果です。NPO、
地域住民、大学の異なる学部の学生・教員など、多様な人々が関わることで、活動は学生だけでは
成立しない地域協働の取り組みへと発展しています。こうした活動の蓄積を社会に発信するため、現
在はグッドデザイン賞の審査にも挑戦しています。
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4 ．地域からの評価

活動の手応えが最もよく表れたのが、浅香山フェスでの取り組みです。畑で育てて収穫したジャガ
イモを使ってジャーマンポテトを作り、来場者に提供しました。自分たちが地域で育てたものを地
域の人と一緒に食べることで、日頃の栽培活動が一つの交流の場へとつながりました。
アンケートでは、「美味しかった」という感想だけでなく、「自分も野菜を育ててみたい」「エディブ
ルケアに参加してみたい」といった声が寄せられました。また、「地域のつながりを感じるフェスだ
った」という感想もありました。こうした声から、野菜を育て、収穫し、食べるという身近な営み
が、地域への関心や新しい参加を生み出すきっかけになり得ることが分かりました。今後は、参加
する人をさらに増やしながら、エディブルケアが地域の人々の日常的な交流を生み出す仕組みとな
ることを目指します。

5 ．参考WEB サイト

https://www.instagram.com/ediblecare_asakayama/?utm_source=ig_web_button_share_sheet

6 ．活動メンバー

金子　丈真、尾崎　航平、今井　康太

7．担当教員

関西大学　教授　村川　治彦

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 関西大学

所属先・職名 人間健康学部　人間健康学科　教授

氏 名 村川　治彦

連絡先
電 話 080－6119－2520

メール murakawa@kansai-u.ac.jp
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9 ．活動の様子
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01

エディブルケア活動とは

「地域にある日常的な関わりを、食や植物を通して

少しずつ育てていく取り組み」

1
ポットを置く

2
町で育てる

3
みんなで食べる

軒先や店舗前に野菜を 地域の方と協力して育成 収穫物をイベントで味わう

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 02

地域で育てる。地域を育てる。

エディブルケア2026
in 浅香山
共育・共食を通して、地域にさらなる活気を

関西大学 人間健康学部4年
金子丈真・尾崎航平・今井康太
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03

なぜ、活動を行うのか？

地域力低下につながる
“負のスパイラル”

少子高齢化

高齢者・障害のある方が多い

学生と住民の関わりが限定的

商店街の閉店、活気の減少

ともに働くパートナー

NPO法人 kokoima ／ 堺市社協 堺区事務所

協生農法専門家 森哲也さん

関西大学 村川ゼミ・都市設計研究室

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 04

02

エディブル ＋ ケア

EDIBLE
植物を育てる。調理する。

そして、一緒に食べる。

CARE
会話や気遣いから、

人とのつながりを生む。

目標｜浅香山に、顔の見える関係を増やす

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 03
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05

2026年度｜現時点での活動報告

通年

月に一度の定例会議／ポッ

ト製作/エディブル巡り

4—7月

畑の整備・種植え

水やり・野菜栽培

7月

子どもたちとピザ作り

浅香山フェス

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 06

04

活動が、浅香山での暮らしの活気に繋がった

132人
2026年度 ＋29人

飲食店や自治会館も参加し

てくださっています！ 「水やりのため、朝起きるように」

「商店街にて野菜の話題での会話が増え

た！」

「子供と育てるのが楽しい！今年もポッ

トが欲しい」

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 05
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07

畑から食卓までが、ひとつの学び

1

育てる

2
収穫

3
調理

4
食事

5
片付け

協生農法 × 子どもたちとのピザ作り

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 08

06

協生農法とは？

人為的に多種多様な植物を

密生・混生させ、耕さず、

肥料や農薬も使わず、

作物を実らせる露地栽培法

5月｜森哲也先生によるプレゼン＋ポット栽培相談会

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 07
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収穫｜問いが芽を出す

・「どう育てたの？」

・「な�虫さんを取らないの」

⾃分で選び、⾃分で収穫する。

体験が、食と植物への興味に変わった。

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 10

子どもたちの疑問

↓

育てる｜小さな場所から畑をつくる

・⼟の運搬作業

「コンクリートの上に」

・ト�ト・
ジ�・	�

ジャガイモ・⽟ねぎなど

今年の夏は水やりが・・・

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 09

・耕す作業

⼿順
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11

食事と片付け｜分け合う、支え合う

『すごくおいしくできたからお兄

さん、お姉さんたちにも食べて欲

しい』

片付けにも、子どもたちが自ら参加。

“してもらう”から“一緒にする”へ。

EDIBLE CARE 2026 ASAKAYAMA

12

感動的な人場⾯

ハプニングへの対

調理｜⽣地から⾃分だけのピザをつくる

・⽣地づくり

・野菜の準備、トッピング

火は大学生が担当。

手をつなぎ、安全も学びに。

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 11

手順

・DIYピザ釜
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13

スムージー販売｜育てた葉が活動費に

80杯販売に成功

乳製品あり

ブルーベリー

ヨーグルト系

乳製品なし

パイン・マンゴー系

無料提供から有料販売へ。
売上を、次の活動につなげる。

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 14

12

畑のジャガイモを、地域の一皿へ

約70食

18 / 21人
「とてもおいしい」

17 / 21人
活動に参加したい

リピーターの姿に、地域のつながりを実感。

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 13
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FROM ASAKAYAMA, OUTWARD.

100人を達成し、さらなる繋が
りを！
大学生、地域住民、小学生。

世代を超えたつながりが、浅香山のロールモデルになった。

次は、堺市へ！大阪府へ！日本全国へ！

ご清聴ありがとうございました！

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 16

14

参加の入口を、まちのあちこちに

ポット配布 × 広報

スムージー購入者へ活動を紹介。

予約者にポットを手渡し、

新しい参加を後押し。

布切りワークショップ

子どもから大人まで交流。

「また参加したい」の声を、

次回の浅香山フェスへ。

EDIBLE CARE 2026  •  ASAKAYAMA 15
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各団体の発表
■関西大学　人間健康学部　村川ゼミ②

活 動 テー マ 子どもの新しい遊び場

活 動 場 所 堺市堺区（関西大学堺キャンパスおよび浅香山地域）

連 携 先 浅香山校区自治連合協議会、地域住民・保護者

活 動 主 体 関西大学　人間健康学部　村川ゼミ

1．活動概要

「子どもの新しい遊び場」は、堺市の小学 1 年生から 6 年生を対象に、関西大学堺キャンパスの体育
館で2017年から継続している地域連携活動です。月 1 ～ 2 回、主に日曜日の午前10時から12時まで
実施し、大学生が遊びの企画、準備、当日の進行、安全管理、活動後の振り返りを担います。活動
では、大学生 1 人につき子ども 3 人までを原則とし、「子どもを一人にしないこと」と、子どもの

「やりたい・やりたくない」を尊重することを共通の運営方針としています。

2 ．年間計画

年間を通して月 1 ～ 2 回、「子どもの新しい遊び場」を実施します。毎回、活動前に学生が遊びの内
容、役割分担、安全面への配慮、参加する子どもについて共有し、活動後にはKPT（Keep・Problem・
Try）の観点から振り返ります。子どもの反応や交流の様子、運営上の課題を整理し、年齢や参加人
数に応じて遊びのルール、チーム編成、学生の配置を改善します。昨年度の実践では、ボールが苦
手な子どもも参加しやすいようにドッジボールをドッジビーに変更したり、低学年と高学年でコー
トを分けたりするなどの工夫を重ねました。今年度も、遊びに参加しない時間を含めて子どもの意
思を尊重し、一人で過ごす子どもが生じない運営を続けます。年度後半には活動の成果と課題、子
どもや保護者から寄せられた声を整理し、次年度の担い手づくりと活動の継続につなげます。

3 ．活動成果

昨年度（2025年度）は、 1 回あたりの大学生の平均参加人数が2024年度の8.6人から13.7人へ増え、
子どもの平均応募数も16.3人から31.4人へ増加しました。その結果参加学生数が安定したことによ
って受入枠を広げることができ、一度も抽選を行わず、応募した子ども全員を受け入れることがで
きています。また、継続参加する子どもが見られ、子どもたちからは「次回も参加したい」という
声が寄せられました。学生についても、活動後の振り返りを重ねるなかで、子どもの反応を観察し
て企画を修正する力や、役割を分担して運営する力が育ちました。以上から、活動の認知と参加機
会が広がり、子どもの受入体制と学生の運営体制の双方が安定していることが成果です。今後は、こ
の活動をゼミ以外の 1 、 2 年生や他大学の学生にも広げていくことが課題です。
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4 ．地域からの評価

活動中や終了後の会話では、子どもたちから「大学生と一緒に遊べて楽しい」「普段できない遊びが
できるので、次も参加したい」といった声が寄せられ、継続して参加する子どもも多く見られまし
た。保護者からも、「子どもが楽しそうに遊んでいる姿を見ることができてうれしい」「大学生が一
緒に遊んでくれるので安心して参加させられる」との声をいただいています。さらに、2024年12月
の浅香山フェスでは、普段の活動を地域に知ってもらうための体験型企画を実施し、想定していた
60人を大きく上回る約120人の子どもが参加しました。この機会を通して、地域の子どもや保護者に
活動の内容と雰囲気を直接伝えることができ、その後の応募者増加にもつながったと考えています。
一方、昨年度は参加者へのアンケートを実施できず、満足度や参加につながった経路を客観的に把
握できなかったという課題も残りました。今年度は、活動後の声を記録し、地域からの評価を今後
の改善へ結びつける方法も検討します。

5 ．参考WEB サイト

https://www.instagram.com/ninken_asobiba2/

6 ．活動メンバー

岸　諒祐、迫川　龍馬、前川瑚香菜、福田　一颯

7．担当教員

関西大学　教授　村川　治彦

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 関西大学

所属先・職名 人間健康学部　人間健康学科　教授

氏 名 村川　治彦

連絡先
電 話 080－6119－2520

メール murakawa@kansai-u.ac.jp
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9 ．活動の様子
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活動概要

・活動テーマ ： 子どもの新しい遊び場

・活動場所 ： 関西大学堺キャンパスアリーナ

および浅香山地域

・連携先 ： 浅香山区自治連合協議会．地域住民．保護者

・活動主体 ： 関西大学 人間健康学部 村川ゼミ

子どもの新しい遊び場

関西大学 人間健康学部人間健康学科 村川ゼミ

前川瑚香菜 岸諒佑 迫川龍馬 福田一颯
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年間計画

〈２０１７年〉

堺キャンパスでの活動開始

〈２０２３年～２０２５年〉

八尾市での活動

〈２０２６年～〉

堺に拠点を戻し、

大阪経済法科大学と連携し
た取組

活動概要

・対象 : 堺市の小学１年生～小学６年生
・実施日程 : 月１～２回．主に日曜日の午前１０時～１２時
・運営 : 大学生が企画．準備．進行．安全管理．振り返りを行う
・運営方針 : 原則、大学生１人につき子ども３人まで

「子供を１人にしないこと」

子どもの「やりたい・やりたくない」を尊重すること
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八尾市での活動
活動の場を広げ、自立化に向かうことを目標に活動

年間計画

ＫＰＴの実施

Ｋ （keep）
Ｐ （pｒoblem）
Ｔ （try）

振り返りを必ず行い、
次回の遊び場の運営に
つなげます。
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参加してもらうために

シール台帳を配布し、

遊び場終了後に１枚シールを
貼ってもらう

３枚集めるとお菓子のプレゼント

活動の流れ

①集合・注意事項の説明とチーム発表

②自己紹介・アイスブレイク

③あそび

④終了・自由時間
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活動の様子

活動の様子
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活動成果

〈浅香山フェス〉

２０２４年１２月 活動を地域の方々に知ってもらうため、

体験型企画を実施し、約１２０名の子どもが参加

〈大阪経済法科大学との連携〉

八尾市での活動を引き継ぎ、輪を広げるため、

今年度は大阪経済法科大学の学生と堺で共に活動

活動内容

〈実践において〉

・運営上の課題や情報をもとに、年齢や参加人数に応じて

遊びのルール・チーム編成・学年の配置を改善

〈実践例〉

・ボールが苦手な子ども → ドッジボールをドッジビーに変更

・低学年と高学年でコートを分ける

・時間があれば、余った時間で子どもが提案した遊びを行う
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活動成果（２０２４～２０２５）

１１回回ああたたりりのの大大学学生生のの平平均均参参加加人人数数

８．６人

１３．７人

子子どどもものの平平均均応応募募数数

１６．３人

３１．４人

活動成果

〈新しい試み〉

軽度の自閉症を持つ子どもの参加

保護者とコミュニケーションを取り、ニーズにどのようなアプローチ
ができるか

子どもに対してどのような関わり方ができるのか
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今後の展望

・学生参加人数の安定化を図る。

・子どもが小学１年生から６年生まで幅広く参加し、

楽しんでもらえる場所づくり

・大阪経済法科大学と連携を続け、遊び場の活動を自立化させていくとともに

他のゼミの１．２年生や他大学の学生にも広げていく

・参加者へのアンケートを実施し、

満足度や参加に繋がった経路を客観的に把握する

後期実施日程

子どもの人数も確保するため

友達紹介キャンペーンも

実施予定
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ご清聴ありがとうございました
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各団体の発表
■関西大学　人間健康学部　村川ゼミ③

活 動 テー マ 日本語学校の生徒へ日常に近い日本語会話の提供

活 動 場 所 関西大学　堺キャンパスなど

連 携 先 大阪日本語学院

活 動 主 体 関西大学　人間健康学部　村川ゼミ

1．活動概要

日本への留学には、大学や専門学校などへの進学を目的とする方がいる一方、日本語学校という環
境で日本語を学びながら生活している方も多くいます。しかし、日本語学校で学ぶ日本語は進学や
就職を前提とした内容が中心となることも多く、日常生活の中で日本人と交流する機会が十分でな
い場合があります。そこで私たちは、単に日本語を学ぶだけではなく、日常生活で実際に使う日本
語や日本の文化・習慣に触れることができる交流の場を作っています。活動を通して、外国人の方々
が日本人とのコミュニケーションに慣れ、日本での生活をより身近に感じられることを目指してい
ます。また、私たち自身も交流を通して異なる文化や価値観を知り、互いに理解を深めることを大
切にしています。

2 ．年間計画

年間計画
4 月：�大阪日本語学院と連携を開始。第 1 回国際交流会を開催し、悩み相談などを通して交流のき

っかけをつくる。
5 月：第 2 回国際交流会を開催。レクリエーションを中心に、誰もが楽しめる交流を行う。
　　　大阪日本語学院と国際運動会を開催し、100名以上が参加。
　　　今後の活動について話し合い、浅香山フェスへの参加などを決定。
6 月：第 3 回国際交流会を開催。卓球やモルックを通して、参加者同士の交流を深める。
7 月：�浅香山フェスに参加し、屋台やダンス、伝統衣装体験などを通して地域住民との多文化交流

を実施。第 4 回国際交流会では、たこ焼きパーティーとスポーツ交流を行う。
8 月：�これまでの活動を振り返り、今後の活動内容や日本語学校の学生が主体となる企画について

検討する。
9 月：日本語学校の学生に企画を考えてもらい、日本人学生が参加する交流活動を実施予定。
10月：秋の国際運動会を開催予定。これまでの交流をさらに広げ、参加者同士のつながりを深める。
11月以降：�日本語学校・大学・地域とのつながりを継続し、参加者が主体となって活動をつくる国

際交流の場を広げていく。
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3 ．活動成果

「日本語レベルの差は交流の壁になる」という課題に対し、遊びを通じて日本語力の差を越えた交流
を生み出すことができた。月 1 回の遊びイベントを企画・継続し、毎回約15人が参加する中で、当
初は緊張していた日本語学校の学生も、回を重ねるごとに日本人学生との会話が増え、「言葉がなく
ても楽しめた」という声も聞かれるようになった。また、参加者の表情や反応を観察しながら活動
内容や関わり方を工夫することで、参加者同士の交流を促す力も身についた。さらに、交流する側・
される側という一方向の関係を超え、参加者自身が主体となって共に活動をつくることの重要性を
学んだ。浅香山フェスでは約40人が参加し、大学内で行ってきた活動を地域へ発信する機会となっ
た。今後は日本語学校の学生にも企画・運営に携わってもらい、日本人学生と日本語学校の学生が
主体的に関わり合い、共に活動をつくる場へと発展させていきたい。

4 ．地域からの評価

キャンパス祭や浅香山フェスでは、私たちの活動について地域の方々に紹介する機会を設けました。
活動内容や、日本語学校に通う外国人の方々との交流を通して、日本人との接点や日常的な日本語
を学ぶ機会を提供していることを説明したところ、多くの方から関心を持っていただきました。「外
国人の方が日本で生活するためには、こうした交流の機会が大切だと思う」「大学生だからこそでき
る活動で、とても良い取り組みだと思う」といった声をいただき、活動の意義について理解してい
ただくことができました。また、「地域の中でもこうした交流の機会がもっと増えてほしい」という
意見もあり、外国人の方々と地域住民が交流する場の必要性を改めて感じました。地域の方々から
直接いただいた意見を通して、私たちの活動が外国人の方だけでなく、地域社会にとっても意義の
ある取り組みであることを実感しました。今後もつながりを大切に活動を続けていきたいです。

5 ．参考WEB サイト

6．活動メンバー

人間健康学部 4 年　伯井　慶、山本　倖史郎、森井　健心

7．担当教員

人間健康学部　教授　村川　治彦

8 ．本活動に関する連絡先

大 学 名 関西大学

所属先・職名 人間健康学部　人間健康学科　 4 年

氏 名 森井　健心

連絡先
電 話 090－9870－9129

メール gkin1314@gmail.com
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9 ．活動の様子
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目目次次
•活動の背景、目的
•活動を通して目指すこと
•年間計画
•これまでの活動
•活動成果
•地域からの評価
•今後の展望、まとめ

9/9/2026 2

いいつつももののココミミュュニニテティィかからら一一歩歩外外へへ
ーー多多文文化化交交流流かからら広広ががるる、、新新たたななつつななががりりーー

関西大学 村川ゼミ
森井健心
伯井慶
山本倖史郎
ハー・チャン
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私私たたちちがが目目指指すす交交流流

交流を通して、お互いを知る

コミュニケーション

「交流する側、される側」ではなく、
一緒に交流の場をつくる関係へ

日本語文化・習慣 相互理解

ななぜぜここのの活活動動をを
始始めめたたののかか？？

日本に来た留学生が
「日本語を学ぶ」だけでなく、
「日本人、地域の方々と実際に
交流する」機会を提供する。
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7月 浅香山フェスにて共同出店

8月 第三回交流会
大和川祭り

9月 日本語学院の生徒が主体
となり交流会運営

10月 第5回交流会（予定）

11月 私たち主催の秋の
国際運動会（予定）

22002266年年度度
活活動動のの流流れれ
4月 大阪日本語学院を訪問、

連携開始

5月 第一回交流会を実施
国際運動会に参加

6月 第二回交流会を実施
学内のキャンパス祭で
活動の紹介
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５５月月 第第一一回回交交流流会会をを実実施施
国国際際運運動動会会にに参参加加

44月月 大大阪阪日日本本語語学学院院をを訪訪問問
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77月月 浅浅香香山山フフェェススににてて共共同同出出店店

66月月 第第二二回回交交流流会会をを実実施施
学学内内ののキキャャンンパパスス祭祭でで活活動動のの紹紹介介
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88月月 大大和和川川祭祭りり

88月月 第第三三回回交交流流会会
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地地域域かかららもも広広ががるる多多文文化化交交流流

外国人にとって、交流の
機会が大切

地域の中にも、こうし
た交流の機会がもっと

増えてほしい

地域の方から
いただいた声

活活動動をを通通ししてて生生ままれれたた日日本本語語学学生生交交流流のの変変化化

BEFORE
「日本語レベルの差」

「交流の壁」
・初めは緊張
・会話が少ない

AFTER
「遊び」

「自然な会話」
・会話が増えた
・言葉がなくても楽しめた
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ごご清清聴聴あありりががととううごござざいいままししたた！！

ここれれかからら目目指指すす交交流流ののカカタタチチ

「参加する」から「一緒に作る」へ

日本人学生

日本語学校の生徒

地域住民

今後は、
・日本語学校の生徒の学生が企画・運営に参加

・日本人学生と一緒に活動を作る

・大学・日本語学校・地域のつながりを広げる
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各団体の発表
■近畿大学　総合社会学部　総合社会学科　環境・まちづくり系専攻　地域デザイン研究室

活 動 テー マ 古民家宿「ことうみ亭」の中庭空間デザインを通した地域づくり

活 動 場 所 兵庫県洲本市竹原集落

連 携 先 洲本市役所、竹原町内会、古民家宿「ことうみ亭」

活 動 主 体
近畿大学　総合社会学部　総合社会学科　環境・まちづくり系専攻
地域デザイン研究室

1．活動概要

淡路島の南東部に位置する竹原集落において、地域おこし協力隊OBの移住者が開業した古民家宿
「ことうみ亭」の中庭空間の設計施行を学生主体で進めている。目指すべき空間像に際しては、単な
るリニューアルでは無く、 1 ）ことうみ亭及び竹原集落のコンテクストを丁寧に読み取ることを前
提に、 2 ）意匠や構造、マテリアル等にその文脈を活かすこと、 3 ）関係人口の誘致と活用、防災
等の多面的な機能を含めたソフトウェアとしての存在意義を組み込むこと、 4 ）竣工＝終わりでは
なく、その運用や維持管理、地域内外の人間の関わりの結節点となっていく等を見通した多義的な

「持続可能な中庭」であること、等を根底に置く広義のデザインを目指すプロジェクトである。
併せて本プロジェクトは「建築学科では無い学生たちが建築に向き合う」試みでもあり、空間設計
手法やコンセプトワークにおける、ある種の開放系の技術論／方法論の模索も企図している。

2 ．年間計画

（～ 8 月：現地調査及び事例調査、空間像とプログラムに関するスタディ、模型制作、等）
8 月後半～10月：空間像及びコンセプトの確定、施工方法の検討
11月～ 2 月：現場施工（施工そのものをイベント化して多くの関係人口を巻き込むことを検討）
3 月：竣工記念イベント

3 ．活動成果

ここまでの取り組みでは、現地調査（「ことうみ亭」及び竹原集落の概要や略歴に関するヒアリング
調査、敷地の実測や植生調査）や施工のトライアル（土壁の試し塗りや経年劣化のスタディ）、模型
制作（ 1 /2,000集落模型、1 /10敷地模型）及びAI画像等による空間像の構想と共有を進めてきた。
前述「 2 ．年間計画」の通り、現時点では竣工には至っていないが、学生有志一同が建築や空間に
関する基礎的教養を蓄積しながら、概ねの設計方針やコンセプトが固まりつつある。
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4 ．地域からの評価

竹原集落は過疎化の進む小規模集落であるが、かねてより積極的な地域づくりを進めており、住民
のモチベーションも高い。そうした中で当該プロジェクトは地域拠点でもある「ことうみ亭」の象
徴となる空間をデザインするものであり、地元の注目や期待を集めている。
クライアントである「ことうみ亭」宿主は若手の移住者であり、カジュアルな関係でディスカッシ
ョンを重ねながらも、学生チームの斬新な発想や作業量を高く評価している。住民の方々からも孫
のように可愛がられながら、現地を訪れる度に交流を重ね、公私の区別無い関係を構築している。

5 ．参考WEB サイト

兵庫県洲本市竹原集落（https://tikusatakehara.com）

6 ．活動メンバー

近畿大学　総合社会学部　総合社会学科　環境・まちづくり系専攻　地域デザイン研究室
学部 4 年　丹羽　健瑠
学部 3 年　中西　雄大、川嶋のり子、横田　葵、岡田　天千

7．担当教員

近畿大学　総合社会学部　総合社会学科　環境・まちづくり系専攻　講師　野田　満

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 近畿大学

所属先・職名 近畿大学　総合社会学部　総合社会学科　環境・まちづくり系専攻　講師

氏 名 野田　満

連絡先 電 話 06－6721－2332（内線3242）

メール m_noda@socio.kindai.ac.jp



114

9 ．活動の様子
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1
1　プロジェクト概要
2　活動内容
3　設計プロセス

ププロロジジェェククトト概概要要

洲洲本本市市竹竹原原集集落落
ここととううみみ亭亭中中庭庭設設計計 PJ

— 非建築学生による建築設計・施工のプロセスと手法 —

近畿大学地域デザイン研究室
ことうみ亭中庭設計プロジェクトチーム

丹羽　岡田　横田　川嶋　中西
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ここととううみみ亭亭中中庭庭設設計計ココンンセセププトト

1)地地のの土土・・竹竹をを用用いいたたママテテリリアアルルデデザザイインン

かつて竹原で用いられてきた土や竹といった地域素材を取り入れ、土地の記憶を継承する空間とする。

2)持持続続性性をを支支ええるる仕仕組組みみづづくくりり

空間の完成度だけでなく時間的な価値に着目し、

更新や手入れを前提とした持続可能な維持の仕組みを構築する。

3)関関係係人人口口にによよるる空空間間へへのの関関与与

多くの大学生が関わってきた背景を踏まえ、設計や運営への関与を空間に反映し、

継続的な関わりを促す。

4)有有事事ににおおけけるる防防災災拠拠点点機機能能のの確確保保

災害時に集落が孤立する可能性を踏まえ、ことうみ亭が防災拠点として機能する空間構成とする。

ここととううみみ亭亭

・民泊としての「売り」となる象徴的な景色や視界の抜けがない

・プライベート（宿泊領域）とパブリック（地域・オーナー領域）の境界が曖

昧

・鑑賞するための庭ではなく、人が実際に留まり活動できる空間が必要

兵庫県洲本市千草竹原地区

「国生み神話」の淡路島において、なにもない場所から

「体験・起業・言葉（コト）」が生まれる宿（亭）としての命名

→ここととううみみ亭亭中中庭庭ププロロジジェェククトト始始動動

中中庭庭空空間間のの課課題題
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25 10/10 キキッッククオオフフMT（（ONLINE））

25 10/17 ここととううみみ亭亭初初回回測測定定

25 12/23 ここととううみみ亭亭模模型型 +ヒヒアアリリンンググ

・基本設計の進め方とコンセプトの方向性の
整理、ことうみ亭の価値づけを踏まえた空間
づくりの議論

・現地に赴いての実測

・現地での模型作成

25 12/15 模模型型作作成成

・ラボでの模型作成

2
1　プロジェクト概要
2　活動内容
3　設計プロセス

活活動動内内容容
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26 3/17 単単管管パパイイププワワーークク

26 4/11 近近畿畿壁壁材材質質問問回回答答打打ちち合合わわせせ

26 2/27 オオンンラライインンMT

・コンセプト説明

・単管に触れ、学ぶ

・近畿壁材さんへの質問への回答や土の調達場所に
ついて、捏ね場の水、電気確保について、施工方法
やデザイン案についての打合せ

26 2/19 近近畿畿壁壁材材土土ののミミュューージジアアムム視視察察

26 2/3 近近畿畿大大学学研研究究室室訪訪問問

26 2/18 竹竹伐伐採採

・施主さんを大学に招いての打合せ、物質や防災を
中心とした中庭提案書作成

・竹について触れ、学ぶ

・土について触れ、学ぶ
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現現在在のの活活動動

①①外外部部にに接接続続すするる空空間間

「入り口の空間」として、外部との連続性や境界を

意識する空間にする

②②中中庭庭中中央央部部のの空空間間

「交流の空間」として、施主さんと宿泊者が交流で

きるように、人が向かい合って滞在できるような空

間にする

③③最最もも奥奥ままっったた空空間間

「神聖な空間」として、落ち着きや静けさを持つ空

間にする

26 5/19 ララボボMT （（B3空空間間ススタタデディィ））
中庭構成要素、景観、空間の定義

26 5/26 ララボボMT （（続続・・B3空空間間ススタタデディィ））　
　黄金比、造園、戦後の中庭機能、ダーチャ

26 6/9 ララボボMT （（続続々々・・B3空空間間ススタタデディィ））
　ニフレルの工夫、カフェの中庭、造園の工夫

26 6/16 ララボボMT （（続続々々々々・・B3空空間間ススタタデディィ））
パブリックスペース、外構と中庭の役割

26 5/30 竹竹原原現現地地ワワーークク（（近近畿畿壁壁材材レレククチチャャーー））

26 6/20-21 ここととううみみ亭亭出出張張

26 7/7 ララボボMT （（模模型型作成）
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今今後後のの活活動動

アイデアの発散→要素分解→評価・分析→抽出・統合→模型や試作品で検証→デザイ
ンに取り入れる

設計のプロセスにおいてこのサイクルは継続しつつ、再度設計コンセプトとの乖離がな

いかを確認しながら、デザインしていく

年度内竣工

模模型型とと試試作作づづくくりり

中央部分の方針を「縁側」に決定し、20通りの形状

案の発散・統合を経て1／10スケールの検討用スタ

ディ模型を製作

現地にて、1／1スケールで試作品を作成し実際の

素材感・寸法（幅・高さ・脚の構造）を肌で体感しな

がら検証

中庭から奥の庭へ抜ける動線や、通行の邪魔にな

らない寸法かを現地で確認
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非建築学生による設計

感覚による直感的な「良さ」に頼るのではなく、コンセプトや施主さんの意向を評価・分析

し、それを言語化しながら「論理的な設計」を目指す

そのために、生成AIを活用している

→設計そのものを委ねるのではなく、言語化したものを可視化させるためのツールとして

使用

3
1　プロジェクト概要
2　活動内容
3　設計プロセス

設設計計ププロロセセスス
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図 : Geminiを用いた生成画像

100案の生成｜生成AIを用いた空間デザインの可視化

2025年度に設定したコンセプトを基に、それを反映させた画像を生成AIを用いて100案
作成

あらゆる可能性を含めた案を提示

頭の中で考えたことをビジュアルとして可視化させることで、アイデアを発散し選択肢を増

やす
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実際に現地を訪れ、これまで出た案を検証

施主の要望の把握

　「人が集まり、自然と会話が生まれる空間にしたい」という施主の希望をヒアリングから抽出

　庭の中心に“人が滞在できる場 ”を設ける必要性を設定

縁側の配置・規模の検討

　模型を用いて縁側の規模感・配置・周囲との関係性を検討

実寸大の仮設による検証

　現地で調達できる資材を用いて実寸大の縁側を仮設として制作・設置

　縁側の高さ・導線・座ったときの視点・視線の集まり方を体験的に評価

　「話しやすい空間」として成立するかを現地環境下で検証し、設計に反映

分類分けして施主さんに示す

100案を分類する要素を考え、要素分解ツリーによっ
て、最終的に「機能的／象徴的」「通路的／集合的」
「自然／人工」「実現可能性（高／低）」の要素に分類
し整理

施主さんが選択した画像にはどんな要素が含まれて
いる傾向があるのかを分析

→感覚的な「好き・嫌い」を客観的・構造的な「要素」と
して分析・言語化

実現性高

実現性高

実現性低

実現性低

実現性低

実現性高

実現性低

実現性低

実現性高

実現性高

実現性高

実現性高

実現性低

実現性低

実現性低

実現性高

自然

人工

自然

人工

自然

人工

自然

人工

機能的

通路的

集合的

通路的

集合的

象徴的

100種の
デザイン案
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各団体の発表
■摂南大学開学50周年記念事業「摂南アグロボタニカルプロジェクト」

活 動 テー マ 大学オリジナル薬膳メニューの開発

活 動 場 所 大阪府枚方市

連 携 先 尾鷲保健所、伊勢くすり本舗、なつめ薬局、ミールファーム

活 動 主 体 摂南大学開学50周年記念事業「摂南アグロボタニカルプロジェクト」

1．活動概要

地域の企業と共同して、大学オリジナルの薬膳メニューを開発する学生主体のプロジェクト。2025
年度は、摂南大学薬学部附属薬用植物園で収穫したウコンと農学部附属農場で収穫したナガイモを
使ったナガイモ男爵プリンと、薬用植物園で収穫したサンザシを使ったサンザシ姫ゼリーを開発。
2026年度は販路拡大が課題。

2 ．年間計画

2025年 8 月：伊勢志摩合宿を実施し連携先を訪問
2025年 9 月：各地の薬膳を食べ比べて味を分析
2025年10月：自分たちで食材やスパイスを使って数種類のレシピを試作
2025年11月：試作したレシピを第三者に試食してもらいフィードバックを得る
2025年12月：レシピを一つに絞る
2026年 1 月：製造元に試作品を依頼
2026年 3 月：試作品を試食、レシピを微調整
2026年 6 月：摂南ベジ薬膳メニュー販売開始
2026年11月：賞味期限のため活動終了

3 ．活動成果

2025年 8 月に伊勢志摩合宿を実施し、尾鷲保健所で薬剤師から食品衛生や食品表示について、なつ
め薬局で管理栄養士からレシピ開発について、それぞれ研修を受けた。また、おかげ横丁を散策し
ながら地域の特産品について調査を行った。今後は、賞味期限までにすべてを販売する方略を練る。

4 ．地域からの評価

2024年度の活動では、地域の薬剤師との触れ合いはあったが、大学の収穫物を使って、学内限定で
販売したため、地域への貢献は限定的であった。2025年度は、地域の魅力を大阪都市圏で広めるこ
とを意識して、伊勢志摩や尾鷲の特産品を使ったレシピを予定しているため、地域からの評価が期
待できる。

5 ．参考WEB サイト

https://www.setsunan.ac.jp/~p-yakuso/abx_index
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6 ．活動メンバー

農学部 3 年　�24E025　楠　菜奈、24F067　南　結子、24F066　光川　奈穂、� 	
24F046　辻村　実紗、24C057　星野　美咲希　他20名

7．担当教員

摂南大学　薬学部　准教授　伊藤　優

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 摂南大学

所属先・職名 薬学部　准教授

氏 名 伊藤　優

連絡先
電 話 072－866－3145

メール yu.ito@pharm.setsunan.ac.jp

9 ．活動の様子
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プロジェクト始動のきっかけ

薬用植物園（薬学部）
・薬用、有用植物が取れる

・多種多様なハーブ＆スパイス

農学部付属農場（農学部）
・大阪府唯一の農学部付属農場

・主要な農作物が収穫できる

薬草園×農場で“摂南オリジナル商品”が作れるのでは！？

摂南ベジ薬膳プロジェクト

～摂南アグロボタニカルPJ～
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薬学部の伊藤准教授がプロジェクトを立案

薬学部×農学部
・農学部生21人で活動
・薬用植物園と農場で協力

大学×教員
・教員発のプロジェクト
・教員と学生が連携

大学×地域
・地域の薬局や保健所の見学
・地域の企業と商品開発

プロジェクトの目的

大学のブランディング
薬草園と農場の魅力を発信
大学の活動を知ってもらう

実践的教育
講義で学んだことを活かす

地域貢献
商品販売を通じて地域に貢献する
地域とのつながりを生み出す
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薬膳とは？
体調

「薬膳 ＝ 食で心身を整える」

季節

体調や季節に合わせた食材で、健康を整える食文化

体質食材

スイーツを作りたい

メッセージ性のあるもの

摂南産の食材を使いたい

農学部と薬学部らしさが欲しい

商品考案会議にて

摂南の食材を使った薬膳スイーツを作ろう！
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地域の食品加工企業を訪問

地域の企業と共同で商品開発

摂南ベジ薬膳の
ゼリーとプリン完成！

奈良、三重県で
薬膳の調査を開始

オリジナル薬膳レシピ考案会議

試食会とアンケート
調査を実施
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ナガイモ男爵プリン

・摂大のナガイモとウコンを使用
・ふわとろ食感とほろ苦い味が特徴
・保存料、香料、着色料なし！

ナガイモは疲労回復、消化不良改善
ウコンは肝機能強化で知られる生薬

サンザシ姫ゼリー

・薬用植物園のサンザシを使用
・甘酸っぱいサンザシの果実感！
・保存料、香料、着色料なし！

サンザシは消化促進と血流改善
美容効果が知られる生薬
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課 題
多くの人に商品を届けるにはどうすればよいか？

販売場所の確保
・学内イベントへの出店
・学内販売の検討

販売方法の検討
・売り場を工夫
・持ち帰りバックの検討

認知度向上
・学内広報誌に掲載
・学外への発信活動

株式会社 ミールファーム
・大阪府和泉市に所在
・食品製造、販売を取り扱う企業

作業に参加した生徒の感想
・初めて使う機械ばかりで貴重な経験が出来た
・ゼリーを固める調整が難しかった
・商品が形になっていく過程を体験できた
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課題解決にむけてメンバーで検討中

さらなる販売拡大を目指す
・「J:COMジモトトピックス」にて

取り組みを紹介
・学内広報誌にて記事の掲載

薬膳ゼリーとプリンの販売の様子
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ご協力いただいた方々

・大願寺
・三重県尾鷲保健所
・なつめ薬局
・伊勢くすり本舗
・株式会社
ミールファーム

・11月1日日曜日 摂友祭

・11月2日月曜日 摂大祭

・11月3日火曜日 摂大祭

・11月14日土曜日 秋の薬草見学会

今後の販売予定日
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ご清聴ありがとうございました！
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各団体の発表
■阪南大学ファッションサークル

活 動 テー マ 大学とショッピングモールをつなぐファッションプロジェクト

活 動 場 所 大阪府松原市

連 携 先
㈱クリエイトリンク（セブンパーク天美）、㈱良品計画（無印良品）、
㈱adaptretailing（coca）、ジーイエット株式会社（Mac–House）、
菅田㈱（ジュエリーKANDA）

活 動 主 体 阪南大学ファッションサークル

1．活動概要

阪南大学とショッピングモール「セブンパーク天美」は近接しており、産学連携協定を締結してい
ます。その連携の一環として、経営学部平山ゼミでは2022年から毎年、セブンパーク天美の専門店
と連携したファッションショー（以下FS）を実施してきました。FSでは、専門店から無償で提供
いただいた衣装を学生が着用し、ファッションモデルとしてランウェイを歩く取組みです。学生は、
各ブランドの特長や今シーズンの訴求ポイントを調査し、独自のコーディネートを通じて、ブラン
ドの世界観や魅力を来場者に伝えてきました。
今年度は、ゼミ活動の枠を超えだれでも参加できる「ファッションサークル」を昨年度参加した学
生が中心となって立ち上げました。今後は、FSを中心に、大学やセブンパーク天美でのマネキン等
を活用したヴィジュアル・プレゼンテーション、ブランド紹介冊子の制作など、学生の自由な発想
で、大学とセブンパーク天美をつなぐ取組みを進めていきます。

2 ．年間計画

4 月：セブンパーク天美の運営会社である㈱クリエイトリンクとの進め方を協議
5 月：セブンパーク天美店長会において、事業説明及び参加専門店を募集
6 月：専門店との打合せ、全体プランの作成
7 月～ 8 月：ファッションショーのトライアル実施
9 月：専門店にブランドについてのヒアリング、衣装等の打合せ
10月：セブンパーク天美でイベント告知を目的としたヴィジュアル・プレゼンテーション展示
11月：�セブンパーク天美でファッションショー開催（11/ 1 、 2 ステージ）� 	

学生がコーディネートしたヴィジュアル・プレゼンテーション展示
12月～ 2 月：阪南大学本キャンパス、セブンパーク天美でファッションショーフライヤーを配布
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3 ．活動成果

2022年から毎年開催しているファッションショーは、セブンパーク天美の運営会社である株式会社
クリエイトリンクの全面的な協力のもと、専門店である無印良品、coca、Mac–House、ジュエリー
KANDAに参加いただき、大学とショッピングモールが連携したファッションショーを継続的に実
施してきた。学内的にも毎回留学生がモデルとして参加しており、昨年は大学院生（中国出身）、学
部学生（ミャンマー出身）がランウェイを颯爽と歩き、卒業生モデルも登場するなど，ファッショ
ンショーの国際化と多様化が進んでおり、ファッションの阪南大学としてのイメージ向上に貢献し
ている。
また、セブンパーク天美との 5 年間にわたる連携を通じて、学生証の提示により43店舗で割引を受
けられる「阪南大学生割引制度」や、地域を巻き込んだ本学大学祭のサテライト会場としても活用
させていただき、大学と大型商業施設の結びつきが、地域と連携する場にもなり、学生の実践的な
学びの機会を創出するとともに、地域活性化にも寄与している。

4 ．地域からの評価

㈱クリエイトリンク担当者様（セブンパーク天美を運営）
当社が運営する施設セブンパーク天美の催事スペースAMAMISTADIUM にてテナント事業者の商
品を用いた学生をモデルとするファッションショーについては、2022年度より昨年度まで計 4 回に
わたり開催いただいております。施設のにぎわい創出や本施設専門店のイメージ向上に大きく貢献
しており、特に、学生が主体的にイベントを運営するスタイルは非常に斬新で、若い感性を活かし
地域に開かれた取組みとして、来場者や地域の皆さまからも高い評価をいただいております。
また、地域の学生が商業施設を舞台に活動し、テナント事業者や来場者と接点を持つことは、地域
における学びと交流の機会を創出するものであり、本施設が地域社会とともに歩む場であることを
示す重要な取組みであると考えております。当社といたしましても、本イベントを産学連携による
地域活性化の代表的な成果の一つとして認識しております。

5 ．参考WEB サイト

2022年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/2022/n5fenj000005fqe1.html
2023年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/cef2l5000008v5vp.html
2024年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/llinfi00000nupmq.html
2025年度　https://www.hannan-u.ac.jp/lifelong/2025/llinfi00000ypomj.html

6 ．活動メンバー

流通学部 4 年　福田　はるな、秋山　那優、橋本　優星
経営学部 3 年　一木　ほのか、石田　桜空、庵地　瞳翼、春藤　美葉
国際学部 2 年　森本　華梨、古久保　麗、吉井　莉緒、川本　歌楽
経営学部 2 年　木村　瑳佑、金城　　晴
経済学部 2 年　寺本　光騎
国際学部 1 年　白神　陽向、村上　隼雄真、三沢　祥平、田丸　雄大
経済学部 1 年　小田　彪冴
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7．担当教員

経営学部　教授　平山　弘

8 ．本活動に関する連絡先　

大 学 名 阪南大学

所属先・職名 研究部　社会連携課

氏 名 太田　光昭

連絡先
電 話 072－335－7674

メール m-ota@hannan-u.ac.jp

9 ．活動の様子

セブンパーク天美でのファッションショー

全体プラン

ファッションショー終了後のフライヤー
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生鮮野菜の機能性食品表示による
ブランディング販売

大学とショッピングモールを大学とショッピングモールを
つなぐファッションプロジェクト
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阪南大学

阪南大学と株式会社セブン＆
アイ・クリエイトリンク
（現㈱クリエイトリンク）
との産学連携協力に関する
協定締結 （2022年1月）

セブンパーク天美との産学連携協定

セブンパーク天美 徒歩約12分

出所：セブンパーク天美HP

セブンパーク天美
約160近くの専門店が集まる大型商業施設
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０２

０３
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店舗見学

各ブランドのコンセプトや特長の調査

ウォーキング練習・ポージングの決定

専門店様との衣装打合せとコーディネートの決定

全員での通しでの練習

専門店様衣装預かり（前日）

会場設営と前日練習

process 

地域連携の一環として、経営学部平山ゼミで
は2022年から毎年、セブンパーク天美の専門
店と連携したファッションショーを実施。

活動概要

阪南大学 大型商業施設

専門店

地域住民

学生

ファッションショーでは、専門店から無償で
提供いただいた衣装を学生が着用し、ファッ
ションモデルとしてランウェイを歩く取組み。

ファッションを通じて、
大学と大型商業施設、地域住民を

つなぐ取組み

学生は、各ブランドの特長や今シーズンの
訴求ポイントを調査し、独自のコーディ
ネートを通じて、ブランドの世界観や魅力
を来場者に伝える。

2023

2025

2022

2024
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011.1. 店舗見学

2.2. 各ブランドのコンセプトや特長の調査

3.3. 専門店様との衣装打合せとコーディネートの決定
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ファッションショー　当日資料

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

1 2 3 4

5 6 7 8 9

10 11 12 13

14 15 16 17 18

11月3日（祝・月）９時集合

無印良品前（屋外）
※開店は10時

　　ファッションショー　当日ステージ（案）

エンディング（全員）

各ブランド スタート

①①

②②
③③

3秒ポーズ

3秒ポーズ

3秒ポーズ

上階から

12 34 5

次のモデルとハイタッチ

合流

12 34 5

1

2

3

4

5

合流

上階から

列ごと順番に

各ブランド エンド

14

15

16

17

18

10

11

12

13

1

2

3

4

5

6

7

8

9

4. ウォーキング練習・ポージングの決定

5. 全員での通しでの練習

6. 専門店様衣装預かり（前日）

7. 会場設営と前日練習
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20262026年度 新たな取組み

2026年度は、ゼミ活動の枠を超えだれでも
参加できる「ファッションサークル」を
昨年度参加した学生が 中心となって立上げ。

新新入入生生勧勧誘誘

水水曜曜ミミーーテティィンンググ

フファァッッシショョンン美美術術館館見見学学

ファッションショー
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各専門店のメリットを生み出す集客力
（学生等約五千人）につなげる

今後、学生は社会で役立つ実践の
学びにつなげる

大学と大型商業施設をつなげ、
相乗効果を生み出す

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショーの告知と

ブランドコーディネート案プレゼン

→2階南エレベーター前や1階スペース検討

10月 11月 12月

セブンパーク天美

阪南大学本キャンパス

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショー報告と

ブランドコーディネートプレゼン

→2階南エレベーター前や1階スペース検討

ビビジジュュアアルル・・ププレレゼゼンンテテーーシショョンン（（VVPP））

ファッションショー報告と

ブランドコーディネートプレゼン

→→本本キキャャンンパパススににてて展展示示

フファァッッシショョンンシショョーーフフラライイヤヤーー

→各専門店やセブンパーク天美にて配布?

フファァッッシショョンンシショョーーフフラライイヤヤーー

→→大大学学キキャャンンパパススでで配配布布

11月1日（日）

ファッションショー本番

新たにビジュアル・プレゼンテーション（新たにビジュアル・プレゼンテーション（VPVPVP）＋フライヤー

ファッションサークル2026
4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2

全全体体ココンンセセププトトづづくくりり
計計画画づづくくりり

専専門門店店関関係係

前回店舗挨拶、ス
ケジュール説明？

55//2200
1133：：0000～～
店店長長会会説説明明

VVPPイイベベンントト 事前に専門店に依頼 実施 セブンパーク天美要望

広広報報

フファァッッシショョンンシショョーー
（（当当日日））

11月1日

大大学学ででののVVPPイイベベンントト

協協力力店店ににフフラライイヤヤーー

新新入入生生勧勧誘誘 済済 適適宜宜

ミミーーテティィンンググ
水水曜曜日日（（33限限oorr44限限））

アマフェス会議参加

見見学学会会
（（神神戸戸フファァッッシショョンン美美術術
館館））1133時時～～1155時時

今年のテーマ
コンセプト
ターゲット新規

事務

セ
ブ
ン
パ
ー
ク
天
美

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

① メンバー（ 、 、 ）

時期 5/7～19の間 4店舗店長調整

内容 サークル設立、VP、広報

② 5/8（金）まで人数確定

美術館に予約を入れる予定
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VPステージ、ショーケースデザイン

VP案
10月 11月

3階（TOWER RECORDS mini前） 1111//11ののフファァッッシショョンンシショョーー 11/1 FS本番
COCA＋ジュエリーカンダ 告告知知ががメメイインン

マネキン×4（COCA） ママネネキキンン（（メメンンズズ））
22体体

ママネネキキンン（（レレデディィーースス））
22体体

シショョーーケケーースス
44

ショーケース×２

ショーケース×２ （カンダ） パネル

（カンダ）

2階　（トイザらス前）
無印良品

ママネネキキンン（（メメンンズズ））
22体体 無印良品週間

ママネネキキンン（（レレデディィーースス））
22体体

シショョーーケケーースス
22

　　　　　　　　　平面図

2階　（ブルーエスカレーター前）
6

マックハウス

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

※ブランド紹介、
学生がコーデメイン

VP

VP

VP

VP

VP

VP

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木)

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

第2回目11月1日（日）夕方（ファッションショー

終了後）

■衣装内容切替日

11月1日（日）夕方（ファッションショー終了

後）

■撤去日

11月19日(木) 夕方

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木) 

（10月の無印良品週間は除く）

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

第2回目11月1日（日）夕方（ファッション

ショー終了後）

■衣装内容切替日

10月下旬？→無印良品週間（〇日間）→11

月1日（日）夕方（ファッションショー終了後）

■撤去日

11月19日(木) 夕方

ショーケース

マネキン

マネキン

■展開スケジュール

10月1日(木)～11月19日(木)

■設営日

第1回目：9月30日(水)夕方、

※商品は9月下旬入荷の可能性あり

※既存商品での展開の可能性もあり

第2回目11月1日（日）夕方（ファッションショー

終了後）

■衣装内容切替日

11月1日（日）夕方（ファッションショー終了

後）

■撤去日

9月は同場所でVPを展開中。

秋物商品は暑さの影響により入荷が遅れているため、

9月下旬頃の商品変更を検討。

商品が間に合わない場合等は、既存商品で展開を

継続し、カームステージのみ変更する予定です。

1.0ｍ

1.0ｍ

90ｃｍ

1.0ｍ
電源
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活動成果

学内的にも毎回留学生がモデルとして参加しており、
昨年は大学院生（中国出身）、学部学生（ミャンマー出身）が
ランウェイを颯爽と歩き、卒業生モデルも登場するなど、
ファッションショーの国際化と多様化が進んでおり、
ファッションの阪南大学としてのイメージ向上に貢献。

セブンパーク天美との5年間にわたる連携を通じて、
地域を巻き込んだ本学大学祭（アマフェス）の
サテライト会場としても活用。

学生証の提示により43店舗で割引を受けられる
「阪南大学生割引制度」

大学と大型商業施設の結びつきが、地域と連携する場にもなり、
学生の実践的な学びの機会を創出するとともに、

地域活性化にも寄与している。

出所：セブンパーク天美

2025フライヤー

ブランドのコンセプトや
学生が考案した
コディネートを紹介
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〇阪南大学生限定の割引や特典
〇セブンパーク天美の専門店の最新のアルバイト情報

出所：セブンパーク天美

セブンパーク天美との連携

アアママフフェェススととはは？？
阪南大学学祭緑松祭と同時開催している、学校を飛び

出し地域の方たちと一緒に盛り上げるイベントになって
ます。外では阪南大学生によるこの世で一番楽しい模擬
店や、ワークショップの方々や金魚で有名な大和郡山市
の方たちが金魚掬いも実施してくれます！そして駐車場
には自衛隊車両！消防車！救急車！と一緒に写真が撮れ
たり、バンダイナムコさんによる楽しいアクティビティ
もあります！ステージ前のスペースでは、阪南大生考案
の阪南大学とかかわりのある会社や大阪府内の会社など
をお呼びしたノンアルコール試飲会を開催。

セブンパーク天美との連携



148

流通学部4年 福田はるな（アドバイザー）、秋山那優（アドバイザー）、橋本優星

経営学部3年 一木ほのか（代表）、石田桜空（副代表）、庵地瞳翼（主務）、
春藤美葉

国際学部2年 森本華梨、古久保麗、吉井莉緒（マネージャー）、川本歌楽

経営学部2年 木村瑳佑、金城晴

経済学部2年 寺本光騎

国際学部1年 白神陽向、村上隼雄真、三沢祥平、田丸雄大

経済学部1年 小田彪冴

担当教員 平山弘 経営学部教授（学長）

活動メンバー

地域からの評価

ファッションショーについては、2022年度より昨年度まで計4回にわたり開催
いただいております。

施設のにぎわい創出や本施設専門店のイメージ向上に大きく貢献しており、
特に、学生が主体的にイベントを運営するスタイルは非常に斬新で、
若い感性を活かし地域に開かれた取組みとして、来場者や地域の皆さま
からも高い評価をいただいております。

また、地域の学生が商業施設を舞台に
活動し、テナント事業者や来場者と
接点を持つことは、地域における学び
と交流の機会を創出するものであり、
本施設が地域社会とともに歩む場であ
ることを示す重要な取組みであると
考えております。

当社といたしましても、本イベントを
産学連携による地域活性化の代表的な
成果の一つとして認識しております。

㈱クリエイトリンク（セブンパーク天美を運営）

出所：㈱クリエイトリンク
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特定非営利活動法人　大学コンソーシアム大阪
大阪市北区梅田 1-2-2-400 大阪駅前第 2ビル 4階
T E L ：06-6344-9560　
MAIL：chiiki-renkei★conso-osaka.jp （事務局　地域連携担当）
 ★を＠に変えてください。

U R L：https://www.consortium-osaka.gr.jp/

地域連携
学生フォーラム
in Osaka2026
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